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５章 地域づくりの事例～地域の課題解決を考えるヒント～ 

５－１ 県内事例 

地域づくりは、歴史・文化、景観、地域活性化、住民活動、コミュニティなど、幅広

い分野にまたがっており、各地で様々な取組みが行われています。 

ここでは、福島県内において、持続性的な地域づくりに取組んでいる事例を紹介しま

す。みなさんの活動を始める、または発展させるヒントになればと思います。 

事例一覧 

 着眼点 地域・タイトル ポイント 

1 蔵 
【喜多方

き た か た

市】 

みんなの笑顔が浮かぶ 

まちづくり 

蔵を愛する多様な人が関わって深化・

発展を続けるまち 

2 街道 
【桑折

こ お り

町】 

地域のリーダーが活発な 

活動を展開し、行政が支援 

奥 州
おうしゅう

・羽州
うしゅう

街道を活かした 

地域住民による積極的な活動 

3 城下町 
【白河

しらかわ

市】 

歴史まちづくりによる 

中心市街地活性化 

県内で初めて歴史まちづくり法を 

活用した取組み 

4 門前町 
【磐梯

ばんだい

町】 

古からの強い意志を 
貫き通すまち 

慧
え

日寺
に ち じ

の復元整備と連動した 

強い意志による活性化 

5 古民家 
【三島

み し ま

町早
はや

戸
と

地区】 

人的ネットワークで限界 
集落からグローバル化 

空き家となっていた古民家を再生し 

交流人口の増加に貢献 

6 
中心 

市街地 

【須賀川
す か が わ

市南部地区】 

震災後のまちづくりを契機

とした中心市街地活性化 

被災した公共施設の復興事業を 

契機とした取組み 

7 防災緑地 

【福島県沿岸部】 

防災緑地整備を通して紡ぐ

新たなコミュニティ 

ワークショップを通じた緑地整備・ 

維持管理の検討 

8 港 
【いわき市小名

お な

浜
はま

港背後地】

古と新が出会う 

潮目の港まちづくり 

観光拠点・小名浜港と既成市街地の 

一体化をめざす官民協働のまちづくり
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喜多方市 みんなの笑顔が浮かぶまちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

１．アーケードを取り外した目抜き通り 

アーケードのない青い空に、蔵の白が映える。そして蔵の数が増えたように感じる。 

地域やいろんな人達の顔が思い浮かぶ。そんな通りになった。 

ふれあい通りは、喜多方の目抜き通り、

つまりメインストリートのひとつだ。こ

の地域が、何年も前から熱望していたの

は、アーケードを「取り外す」こと。一

昔前から、アーケードは「設置する」こ

とが熱望されてきた。なぜ「取り外す」

ことなのか。そう、すべては「蔵を見て

歩いてもらう」ためだ。 

これまでの喜多方の経過をたどりなが

ら、喜多方に関わった人達を見ていこう。 

２．地域の笑顔 

■最初にアーケードを取り外したにこやかな笑顔  

喜多方市のふれあい通りのアーケードは、昭和 50 年代に設置された。「ラーメンの

まち」として知られてきた頃、観光客の利便などを考えて設置されたのだろう。ところ

が、アーケードをかけて初めて、気が付いたことがある。 

蔵が見えなくなった。 

それでも、アーケードが新しいうちは、雨・雪でも快適に歩くことができる利便性を

享受することもできただろう。しかし、老朽化が進むにつれて、「これでいいのか」と

いう思いが、地域の方々の頭をよぎったのではないか。 

喜多方市の蔵によるまちづくりは、約 40 年前の地元写真家の金田実さんの蔵の

写真展（1972）、NHK 新日本紀行「蔵ずまいのまち喜多方」の放送（1975）

から始まっている。 

その後、活動の少ない時期を乗り越えて、90 年代後半から再び蔵のまちづくり

が行われるようになった。地域の方々、蔵所有者、大学関係者、行政など、たくさ

んの人々が熱心にまちづくりに取組んだ結果、ふれあい通りの姿が変わった。 

そして、地域の人々の意識も変わったに違いない。喜多方では、今後若い世代に

向けたまちづくり活動が展開されていく予定だ。 

喜多方市のふれあい通り 
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そしてひとり、アーケードを取り外そうと動いた人がいる。いつもにこやかな笑顔の

長島慶司さんだ。長島さんは、明治 35 年創業の島慶園茶舗のご主人。 

 

 

 

 

 

どのような方法を使ったかは、分らない。でも数年後、彼の店の前だけアーケードが

取り外された。その効果は一目瞭然。店の蔵が美しく見える。ここから地域全体に、アー

ケードを取り外そうという動きが高まった。 

■蔵所有者や蔵を愛する人達の笑顔  

喜多方には「蔵の会」という蔵を愛する有志から構成される会がある。蔵の保存と活

用のための活動を行っていると聞いている。 

蔵を所有するというのも、一筋縄ではいかない大仕事だ。築年数から考えると、補修

等が必要な蔵も多くなっている。しかし、補修をできる職人が減っている。だから、費

用だってばかにならない。 

でも、彼らがいつも意識しているのは、先祖代々受け継いできた蔵を、次の世代に少

しでもよい状態で引き継いでいくこと。そのための情報交換なども行われ、まさに蔵を

愛する人達の会だ。 

■地域のあちこちで見かける笑顔  

平成 19 年 10 月には、「蔵のまちづくり博覧会」通称「くらはく」が開催された。 

喜多方の回遊性を向上させるための社会実験で、これまでのソフト的な地域活動の高

まりを受けて、このイベントを契機に道路整備などのハード整備などが始まった。 

  

アーケードを外した店舗前         いつもにこやかな長島さん 

喜多方蔵のまちづくり博覧会「くらはく」 
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この立役者はたくさんいるが、その中のひとりを挙げるなら、

喜多方のあちこちで見かける江花圭司さんだ。当時彼は、NPO
まちづくり喜多方の代表理事。ベロタクシーを運営していた

NPO を、さらに幅広いまちづくり活動を行うために改組したば

かりだった。 

「くらはく」は、NPO まちづくり喜多方他地域団体、東京大

学都市デザイン研究室、喜多方市、喜多方建設がメンバーとなっ

た「喜多方まちづくり協議会」の主催だった。関係者する方々が

多数だから、連絡だけでもたいへんなのだが、メーリングリスト

を作成して調整。彼自身も、あちこち文字通り走り回り、成功に導いた。 

そして、彼も蔵を愛する一人で、当時ご家族で蔵にお住まいだった。平成 22 年から

は、市議会の若手議員となって代表を辞任されたが、NPO まちづくり喜多方は、蔵の

相談窓口でもあるまちづくりセンターを運営するなど、今も活躍中なのだ。 

■ふれあい通りのおもてなしの笑顔  

ふれあい通りの道路整備は、アーケード撤去後に行われた。車道の散水消雪を歩道も

含めた無散水消雪に。これは水はねを防いで快適に歩いていただくため。快適に歩いて

いただく工夫はそれだけではない。道路整備後の写真を見て欲しい。電線が地中化され

ているのだが、電線地中化に欠かせない地上機が一台も見当たらない。その代わりに置

かれているのが、地域で植えられた花たち。 

 

 

 

 

 
アーケード撤去前       アーケード撤去後       道路整備・修景後 

電線地中化に伴う地上機はすべて、路外に

必要用地を確保したり、または「くらにわ」

と呼ばれる蔵を眺めるためのポケットパーク

に置いている。これは、地域で何度もワーク

ショップなどを開催して話し合いをした結果

だ。 

地域のおもてなしの笑顔が、地上機のない

道路を実現した。 

  

あちこちで見かける 
江花さん 

くらにわ 
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３．大学の先生と学生たちの笑顔 

■まちをゆっくり歩くやさしい笑顔  

喜多方といえば、欠かせない笑顔がある。東京大学都市デザイン研究室の北澤猛教授

だ。中学生の頃喜多方に住んだこともあるという北澤教授が、喜多方のまちづくりにか

かわり始めたのは、2001 年。文化庁・（財）ナショナルトラストからの依頼で、喜

多方の歴史的建造物の保存・活用状況などを含む調査を実施し、「喜多方観光まちづく

り提案」をとりまとめたこと。それをお披露目する「蔵のフォーラム」も行われた。そ

の後、「蔵みっせ（2002 年）」、「喜多方まちづく

り研究会（2005 年）」など、喜多方のまちづくりに

は欠かせない笑顔だった。 

残念なことに北澤教授は、アーケードを取り外した

姿を見る直前に他界された。しかし今もきっと喜多方

のまちをどこかから、あのやさしい笑顔で見守ってく

ださっているに違いない。 

■緻密なスケッチとはにかむような笑顔  

実は、アーケードを取り外せば、問題も起こる。建物の老朽化した部分が表面に出て

しまうこと、まちのまとまり感が失われること、西日の日よけの機能がなくなることな

どだ。そこで、アーケードの撤去と同時に街なみのガイドラインづくりが始まった。 

ここで大きな役割を果たすのが、野原卓准教授だ。 

通り沿いのひとつひとつの建物の写真に、現状の課題を示した

だけでなく、修景アイディアのスケッチを添えている。地域の皆

さんも、自分の店や自宅をどのようにしたらいいのか、一目で分

かり、実行に移しやすかったのではないか。野原先生のスケッチ

を元につくられた「喜多方仲町商店街景観協定書」と「喜多方仲

町街なみづくりガイドライン」に基づいて、沿道の建物の修景工

事が行われ、今の街なみが完成した。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

やさしい笑顔の北澤教授 

はにかむような笑顔の 
野原准教授 

アーケード撤去前        修景アイディアスケッチ         改修後 
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■学生たちの若い笑顔  

北澤教授・野原先生の研究室の若い学生達の働きも重要だ。都心から電車を乗り継い

で喜多方までやってきて、まちのあちこちで蔵を見たり、所有者の話を聞いたりする。

そして、その内容をとりまとめる冊子のデザインがいつも秀逸だ。 

もちろんそれだけではない。「マチコロ」という空き蔵活用システムを始めたのも彼

らだ。空き蔵を自分たちで掃除・改修して、「まちづくり寄合所」として一時的に利用

し、定常的な入居につなげていくシステムだ。 

なにより、彼らのアイディアは、斬新でユニーク。そして彼らの笑顔を見ていると、

蔵は若い人も魅了するのだと実感する。 

４．その他の笑顔 

■市役所の熱心な笑顔  

行政側にもたくさんの笑顔がある。「くらはく」

の時には、小荒井と小田付という二つの町をつな

ぐ小径を「おもてなしの花小径」として飾るため、

沿道の個人宅に花鉢を置いていただいた。しかし、

この花小径の実施が決まったのが、実施の数週間

前。通常なら、今からではとあきらめてしまうと

ころだが、回遊のポイントとなる重要な小径と理

解していた市役所の方々の反応は早く、あっとい

う間にイベントの花となった。 

しかも、観光協会が配布した花鉢は一戸あたりたった２つだったが、趣旨に賛同した

多くの住民宅で、他の花鉢を出したため、その名の通り「おもてなしの花小径」が来訪

者をもてなした。ある個人宅では、玄関にある水
すい

琴窟
きんくつ

を期間中公開していただいたのだ。 

■人と人を結びつけた笑顔  

近年、喜多方の商店を見ると、漢字の木製看板が掲げてある。喜多方のもうひとつの

新しい表情「漢字のまち喜多方」だ。木製看板の他にも、古代文字ミステリーウォーク、

創作漢字コンテストと、思わず参加したくなるような活動が目白押しだ。 

 

 

 

 

 

  
第 1 回いい感じの漢字賞 

喜多方駅長賞 
「たび（意味：喜多方を旅する）」 

店先の木製看板 
 

樂篆家
ら く て ん か

 髙橋政巳さん 
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「漢字のまち喜多方」キーマンとなる方々を結びつけたのが、当時の喜多方建設事務

所長だったという。所長の持つ人脈が地域づくりに活きた。創作漢字コンテストに投稿

される絶妙なコンビネーションのごとく、人と人が結びつき、蔵とラーメンと漢字が 

「いい感じ」を創り出している。 

■公私ともに喜多方の魅力にとりつかれた笑顔  

そして、喜多方には、仕事で関わったはずが、いつの間にか公私ともに喜多方の魅力

にとりつかれた人達の笑顔もある。県職員で、喜多方建設に配属になった人や、国から

の出向者。喜多方での在職中に喜多方の魅力、それはきっと地域の人達の熱意だっただ

ろう、に心動かされ、他のところに転任されても、喜多方の様子を気にかけたり、時に

は喜多方を訪れたりしているのだ。 

５．喜多方のこれから 

喜多方は、ソフト（市民の取組み）とハード（道

路やアーケード撤去など）とが相乗効果を挙げてい

る好例中の好例だ。それは、「喜多方ラーメン」と

いう素地があったから、ここまでの発展ができたの

だろうと言う人もいるだろう。でも、喜多方の素地

は、まず「地域の笑顔」そして、豊かな地域を育ん

だ清らかな水と大地。それがあったからこそのラー

メン、そして蔵なのだ。 

平成 22 年 11 月に喜多方で開催された「東北蔵サミット」では、蔵の再生事業に参

加した地元の高校生達が「蔵文化は私達が継承します」とのメッセージを発信したとい

う。なんとも頼もしい話である。 

そして、平成 26 年度には「ふくしまからはじめよう。子ども未来創造まちづくり事

業」で、市内の小学生と高校生がまちづくりを考える機会も提供される。今後の喜多方

からも目が離せない。 

 

 

  

 

 

 

 

ふれあい通りでのイベント 

 
【関連事業】西小原北町線が全国街路事業コン

クール H25 年度特別賞を受賞 

 西小原北町線は、JR 喜多方駅から北に延びる

道路で、県が平成 15 年から 10 年間にわたっ

て整備した。電線を地中に埋設し、冬期間の消

雪に無散水消雪を導入する。 

 整備のあり方については、地元有志でつくる

栄町地区振興整備委員会が県との協議を重ねて

いた。 
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桑折町 地域のリーダーが活発な活動を展開し、行政が支援

 

 

 

 

 

 

 

 

１．地域の概要 

■豊かな歴史・伝統を受け継いできたまち 

かつて奥州街道・羽州街道分岐点の宿場町として、

また養蚕が盛んで鉱山（半田銀山）もあり、地域経

済の中心地として栄えてきました。明治～昭和にか

けても伊達郡役所が置かれるなど、地方行政の中心

地として機能してきました。 

しかし、平成 14 年の福島蚕糸販売農業協同組合

の解散に代表されるように、産業構造の変化や県都

福島市への人口流出などにより中心市街地の空洞

化が目立つようになってきました。 

一方で急激な市街地更新・拡張が行われなかった

ことから、比較的昔ながらの街なみを保っており、

美しい山々の風景、一面の桃畑、奥州･羽州街道の

歴史ある街なみ、地域に根づいた伝統･産業など、

豊かな地域資源を受け継いできたまちです。 

２．地域の課題・取組みの背景 

■地域づくりの取組みのスタート 

中心市街地の空洞化などが問題となる中、桑折町では平成 15 年に中心市街地活性化

基本計画を策定し、「癒し、癒され、心なごみ、元気をつかむ『アルキマス』の町“こ

おり”」をテーマに、歩いて楽しめるまちづくりをめざすこととしました。 

豊かな地域資源を持つ桑折町では、奥州・羽州街道追分復元に向けた地域の想い

や、中心市街地活性化基本計画中の「『アルキマス』の町“こおり”」の具現化に

向けた検討がきっかけとなり、地域づくりへの取組みが始まりました。 
当初は地域づくりの考え方や地元のことを学ぶところから始まりましたが、活動

的なリーダーの登場などにより、次第に地域の皆さんが自ら積極的に活動するよう

になりました。「桑折地区歩いて楽しめる地域づくり懇談会」をはじめとした様々

な団体が活発な地域づくり活動を展開し、継続しています。行政もソフト・ハード

両面の整備などでこの動きを支援しています。 
近年は、東日本大震災、原発事故災害を乗り越えて、浪江町との交流など新たな

展開も図りつつ、多様な地域づくり活動を継続しています。 

旧伊達郡役所前の電線地中化等 

道路整備前後の様子 
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これを踏まえ、桑折町が事務局となり、福島県県北建設事務所と協力して、平成 16

年度から「元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業」により桑折地区の歴史、伝統・

産業などの豊かな地域資源を活かした地域づくりの取組みが始まりました。 

■地域の住民による積極的な取組みのきっかけ  

当初はワークショップ、地域資源調査などで地域づくりの考え方

や地元のことを学ぶところから始めましたが、平成 18 年度に「桑

折地区歩いて楽しめる地域づくり懇談会」を組織する際に、地域町

民で女性の畠腹氏が代表となったことなどが契機となり、新たな視

点からの地域づくりの積極的な展開が図られるようになりました。 

また、地域住民の声を元に、桑折町・福島県では「奥州・羽州街道追分」や「桑折御

蔵」の整備を行い、比較的早い時期にまちづくり活動の拠点が確保できたことも、今日

までの多様な活動の展開につながっているものと考えられます。 

現在も、「住んでよし、訪れてよし」の桑折町の創造、「歩いて楽しめ、賑わいのあ

るまちづくり」をめざして、地域の皆さんが自律的に積極的な地域づくり活動を継続し

ています。 

＜地域づくり活動等のあゆみ＞ 

平成 14 年度 ・桑折町中心市街地活性化基本計画 策定（平成 15 年 3 月）（町） 
平成 16 年度 ・奥州・羽州街道まちづくり懇談会設立 

・地域資源調査、ワークショップ開催 
平成 17 年度 ・懇談会開催、桑折宿・羽州街道マップ作成 

・「奥州・羽州街道桑折茶屋まつり」（国交省街の賑わいや人々の交流
を創出する社会実験） 

平成 18 年度 ・奥州街道・羽州街道追分整備（元気ふくしま、地域づくり・交流促進
事業） 

・桑折地区歩いて楽しめる地域づくり懇談会設立 
・食の発見（山形県高畠町へ視察） 
・のれん設置（県地域づくり総合支援事業） 

平成 19 年度 ・桑折地区歩いて楽しめる地域づくり懇談会を３部会（桑折学・賑わい
創出・街なみ）とし、街道を活かしたまちづくりフォーラム開催 

・「奥州街道・羽州街道追分」が国土交通省の手づくり郷土賞受賞 
・桑折御蔵オープン（県商店街活性化事業） 

平成 20 年度 ・内閣府「地方の元気再生事業」選定（町） 
・三元車復活プロジェクト桑折サイクルフェスティバル開催（県地域づ

くり総合支援事業） 
・国土交通省「まちナビ」選定 
・羽州街道サミット開催 
・街道を活かしたまちづくりフォーラム開催 

平成 21 年度 ・「車道幅員減少」の社会実験（元気ふくしま、地域づくり・交流促進
事業） 

・竹灯籠まつり（建設業の活力再生とまちづくり推進協議会） 
・「桑折学のすすめ ～郷土愛を育むために」発行（元気ふくしま、地

域づくり・交流促進事業） 
・カフェ図書「まゆたま」開店（東北大仙台都市デザイン研究会提案）
・桑折町女性団体連絡協議会「まちづくり功労者国土交通大臣表彰」受賞 

畠腹氏 
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平成 22 年度 ・第４回街道を活かしたまちづくりフォーラム開催 
・まちなか案内サイン設置（都市再生整備計画事業） 
≪東日本大震災の発生≫ 

平成 23 年度 ・桑折御蔵、震災後２カ月で再開 
・「復興祈願」と銘打ち、第３回竹灯籠まつりを開催 
・桑折×浪江お話の会 
・桑折宿「復桑百縁笑店街」開催 
・「桑折宿雛めぐり」例年どおり開会 
・選奨土木遺産”西根堰”巡り健康ウォーク 開催 
・「桑折宿まちなか街道」が東北風景街道協議会「滞留拠点部門」優秀

賞受賞 
平成 24 年度 ・産ヶ沢川「ホタル親水広場」竣工（元気ふくしま、地域づくり・交流

促進事業） 
平成 25 年度 ・映画「物置のピアノ」（震災後の桑折町を題材にした映画）桑折町で

撮影 
・桃雛まつり料理コンテスト 開催（県地域づくり総合支援事業） 

平成 26 年度 ・旧伊達郡役所、震災被害の修復工事完了し、見学を再開 
・旧伊達郡役所周辺整備事業竣工（都市再生整備計画事業） 

３．地域の取組み 

■「追分」の復元－地域づくり活動展開の原点となる 

奥州街道・羽州街道追分の復元に向けた地域住民の想いを踏まえ、県の「元気ふくし

ま、地域づくり・交流促進事業」により整備しました。県と桑折町とで維持管理に関す

る基本協定を締結し、日常の維持管理は地元住民によって行われています。平成 19 年

度には国土交通省の手づくり郷土賞を受賞しました。 

 

 

 

 

 

 

  

忠実に復元された追分 「手作り郷土賞」 

受賞時の様子 

当時の追分の絵図 

白い壁の建物を 

移転しました ←
奥
州
街
道 

←
羽
州
街
道 
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■まちづくり活動拠点としての「桑折御蔵」 

「桑折御蔵」は、町内外の方々へ情報を発信する

アンテナショップ・おもてなし処です。平成 18 年

度に、空店舗となっていた明治築の店蔵を改装し、

商業活性化に向けた拠点として整備されました。 

運営は「元気こおり本舗有限責任事業組合」が

行っており、桑折町商工会、桑折町女性団体連絡協

議会、商店会等の地元団体が立ち上げた組織です。

特に、「女性団体連絡協議会」が運営の中心的役割

を担っています。桑折御蔵を訪ねると、桑折のお母

さんたちの温かいおもてなしを受けることができ

ます。 

■桑折地区歩いて楽しめる地域づくり懇談会 

「桑折地区歩いて楽しめる地域づくり懇談会」は、「元気ふくしま、地域づくり・交

流促進事業」の一環として、平成 18 年に設立された団体です（会長：畠腹氏）。平成

19 年には部会制とし、各部会の部会長が中心となり、それぞれテーマを持って地域づ

くりに取組む体制となっています。現在は 4 つの部会に分かれて活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑折御蔵 
 

桑折町女性団体連絡協議会 

軽トラ市の様子 

（スタート当時） 

カフェ図書館の様子 

（オープン当時） 

雛めぐりの様子 

桑折地区歩いて楽しめる地域づくり懇談会組織図 

街なみ部会 

部会長 

賑わい創出部会 

部会長 

桑折学部会 

部会長 

産ヶ沢流域環境部会

部会長 

・桑折宿の街なみ景

観づくりを推進 

・「桑折宿軽トラ市」

「カフェ図書館」

を開催 

・観光案内ボラン

ティアの育成 

・桑折の歴史から学

び、まちのよさを

知るきっかけをつ

くる活動を実践。 

・平成 22 年 2 月に

「桑折学のすすめ

～郷土愛を育むた

めに～」を発行 

・ホタルが飛び交う

産ヶ沢川と町周辺

の郷山などを回遊

できる環境づくり

を推進 

・自然を活かしたイ

ベントの開催 

桑折地区歩いて楽しめる地域づくり懇談会 

会長 

事務局 
桑折町地域整備課 
桑折町産業振興課 

福島県県北建設事務所 
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・「桑折学のすすめ」の発行  

「桑折学部会」が中心となり、桑折の歴史から学び、まち

のよさを知るきっかけをつくる活動の一環として、平成 22

年 2 月に「桑折学のすすめ」の冊子を編集・発行しました。 

「桑折学のすすめ」は、これまでの地域の皆さんの思いや

学んだことの結晶であり、桑折の歴史や風土がコンパクトに

まとまり、今後も活用されていく貴重な資料が完成しました。 

・ホタルの郷づくり  

産ヶ沢川流域の桑折町蛍保存会では、一時期、数

が少なくなったホタルを増やそうと平成10年から

草刈りなど環境整備活動を続けてきて、現在ではゲ

ンジボタルの生息地として有名となり、多くの観光

客が訪れるようになりました。 

「産ヶ沢流域環境部会」では産ヶ沢流域の現地調

査を実施し、産ヶ沢川沿いの自然、歴史資源の連携

を図る回遊ネットワークの計画などを提案しまし

た。これを受け、福島県県北建設事務所では産ヶ沢

川「ホタル親水広場」の整備を行い、平成 24 年度

に竣工し、見物客の安全や利便性とホタルの生息環

境の向上が図られました。 

■三元車復活プロジェクト 

明治初期に桑折町で暮らす初代鈴木三元は、日本最古の

自転車である「三元車」を開発し、博覧会に出品するなど

販売活動を展開しました。現存する三元車は、トヨタテク

ノミュージアムに保管されているもののみですが、この三

元車をまちづくりに活かそうとプロジェクトが始まり、町

内外有志の協力のもと、三元車が復元され、平成 21 年に

「三元車」展が旧伊達郡役所で開催され、復元された三元

車と現存する三元車が桑折に里帰りを果たし、展示されました。 

■「建設業の活力再生とまちづくり推進協議会」の活

動：竹灯籠まつり 

桑折町では上記以外にも様々な地域団体がまちづくり活

動を展開しています。その一例として、「竹灯籠まつり」

があります。「竹灯籠まつり」は、建設業会員が中心となっ

て平成 21 年に初めて開催しました。好評だったため、震

災後には「復興祈願」と銘打ちまつりを実施しました。  

「桑折学のすすめ」

三元車 

ホタル

親水広場

竹灯籠まつり 

ホタル（うぶかの郷） 
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■町・県の役割  

「元気ふくしま、地域づくり・交流促進事業」、「都市再生整備計画事業」などによ

るハード・ソフト両面の支援や、各種助成制度の情報提供などにより、地元負担を軽減

し、住民の活動を支えました。 

＜桑折町で活用した主な事業等＞ 

事業名 事業概要 
桑折町における 

主な適用箇所等 

元気ふくしま、 

地域づくり・交流促進

事業 

（福島県独自事業）県民が主役と

なり地域の歴史や文化などの地域

資源を活用した地域づくりや、交

流人口の拡大に結びつく施策を推

進する事業 

奥州街道・羽州街道追分整備 

「桑折学のすすめ」冊子発行 

産ヶ沢川「ホタル親水広場」整備

旧伊達郡役所前電線類地下埋設

工事 

都市再生整備計画事業 

（旧：まちづくり交付

金事業） 

（国土交通省所管）地域住民の生

活の質の向上と地域経済・社会の

活性化を図るため都市再生整備計

画を策定することにより、ハード

・ソフト両面の事業実施に、まち

づくり交付金を使用できる 

旧伊達郡役所周辺整備事業 

ＪＲ桑折駅北ポケットパーク 

地域づくり総合支援事

業（サポート事業） 

（福島県独自事業）民間団体や市

町村等が行う地域振興の取組みを

支援する事業 

のれん設置 

三元車復活プロジェクト 

桑折宿雛めぐり 

地方の元気再生事業 （内閣府所管）地方再生の取組を

進める上で鍵となるプロジェクト

の立ち上がり段階からソフト分野

を中心に集中的に支援を行う事業

桑折宿軽トラ市の実証実験 

三元自転車復元調査 

カフェ図書の実証実験 

地域商店街活性化事業 （中小企業庁所管）商店街組織が

地域コミュニティの担い手として

実施する、集客促進などの取組に

要する経費を助成 

桑折御蔵の整備 

建設業と地域の元気回

復助成事業 

（国土交通省所管）中小・中堅建

設企業が、地域の活性化をめざし

て異業種との連携により行う活動

を支援する事業 

竹灯籠まつり 

４．東日本大震災、原発事故災害への対応 

東日本大震災では、内陸部の桑折町でもかなりの地震被害が発生（震度６弱の激震、

2000 棟を超える建物が損壊）しました。 

しかしながら、いち早く復興支援に立ち上がりました。福島蚕糸跡地に応急仮設住宅

286 戸の受け入れを表明。浪江町、桑折町の被災者等を受け入れ、県内トップを切っ

て応急仮設住宅が建設されました。普段から、町長を中心に住民主体の活動サポートな

どで柔軟な対応を心掛けてきたことが、行政の機動的な対応を可能としたと考えられま

す。 

桑折御蔵は、復興支援や浪江町からの避難者との交流などの拠点としても大いに活用

されました。 
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浪江町との交流は、震災前はなかったものであ

り、「桑浪笑店
くわなみしょうてん

」（福島蚕糸跡地仮設住宅の敷地

につくられた仮設商店街）での交流などを中心に、

良好な関係が築かれているようです。 

また、原発事故災害による風評被害のイメージ

の払しょくのため、「桃雛祭り郷土料理コンテス

ト」の開催などにより、食の安全性のアピールに

取組んでいます。 

軽トラ市、雛めぐりなどのイベントもほとんど

中断することなく継続しており、また、雛めぐり

の時期にあわせ「復桑百縁笑店街」を実施するな

どしてイベントの充実を図り、徐々に震災前の賑

わいを取り戻しつつあります。 

 

■福島蚕糸跡地の活用 

福島蚕糸跡地は、桑折駅付近の利便性の高い場所に位置する、約 6ha の公有地です。

跡地利用基本計画を検討していた矢先に、東日本大震災が発生しました。現在は、前述

のとおり、応急仮設住宅用地として使われています。 

応急仮設住宅が建っていない約 1.4ha に災害公営住宅 47 戸建設を決定（うち 25

戸は浪江町分）しています。 

■「ホタル」や「街道」による広域連携 

交流人口の拡大などが今後の課題と言えますが、町内のみの活動にとどまらず、積極

的に広域交流を進めています。 

震災前から「ホタル」や「羽州街道サミット」で交流を続けてきた宮城県七ヶ宿町、

山形県高畠町と３町で防災協定を締結しました。民間の交流が発展し、行政サイドの防

災協定締結に結びつきました。 

奥州・羽州街道追分を活用した「桑折宿」奥州・羽州街道まつりの開催などにより、

街道沿線各地との交流を深めています。 

５．今後の展開 

桑折町では、奥州・羽州街道分岐点の宿場町として交流が盛んなまちでした。東日本

大震災後は、浪江町をはじめ広域的な交流にも力を入れています。今後とも、地域住民

が中心となった活動による現代の交流拠点づくりが期待されます。 

  

震災後に始まった

百縁笑店街

桑浪笑店 
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白河市 歴史まちづくりによる中心市街地活性化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．地域の概要  

白河市は、古くからみちのくの玄関口であり、様々な人やものが交流する要衝の地と

して発展しました。市内には、歌枕の地として名高い「白河関跡」、白河藩主松平定信

が築造し、庶民に開放した日本最古の公園といわれる「南湖公園」、東北３名城のひと

つである「白河小峰城」のほか、長い伝統を誇る「白河だるま」、近年知名度が上がり

つつある「白河ラーメン」など、豊かな歴史的・文化的資源が多く存在しています。 

  

白河市は、古くからみちのくの玄関口であり、「白河関跡」「南湖公園」「白河

小峰城」などの歴史的・文化的資源が多く存在しています。市街地の原型は、江戸

時代に整えられたもので、現在でも都市の基本的な構造は変わっていません。 
しかしながら、市街地内では歴史的な街なみや歴史的建造物が減少しており、市

街地の外延化に伴って、中心市街地の空洞化も進んでいます。 
これらの事態を打開し、白河らしいまちづくりを進めるため、歴史的風致維持向

上計画（通称：歴史まちづくり計画）と中心市街地活性化基本計画（２期計画）を

策定し、取組みを進めています。 
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江戸時代には、小峰城とその城下町が奥州街道沿いに形成されており、町屋は城をカ

ギ型に取り囲むように築かれています。市街地の原型は、今から約４００年前には整え

られていたことが分かります。現在でも都市の基本的な構造は変わっていないため、長

い歳月を経て、今も残されている町割を活かすことが、白河市のまちづくりの課題です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中心市街地の都市構造（江戸時代・現在） 
 

２．地域の課題  

■歴史的な街なみ・歴史的建造物に関する課題  

市街地内の奥州街道などに面した歴史的建造物の多くが、昭和４０年代以降の商業近

代化の流れの中で、正面外観がいわゆる看板建築（パラペット）で覆われたり、ビル的

な店舗に改修されてきたり、当時の面影が失われつつあります。 

さらに近年では、人口減少・少子高齢化による歴史的建造物の商家や蔵の管理者等の

担い手不足により、建造物の取り壊し等が急速に進み、歴史的建造物が年々減少する傾

向に歯止めがかからない状況となっています。 

白河市における歴史的建造物の一例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

旧脇本陣柳屋旅館建造物群          渋木茶舗建造物群 
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また、祭礼組織を包括する地域組織の担い手・後継者不足が顕著となっており、人々

の暮らしの中で育まれ、白河という地域文化との深い関わりを背景として奥州街道を中

心に繁栄してきた、醸造業、だるま製造、和菓子製造などをはじめとする伝統技術の伝

承が途絶えてしまうことが危惧されています。 

■市街地の外延化・空洞化に関する課題  

昭和４０年頃から市街地は郊外に向かって外延化し、最近では、幹線道路沿いに大型

店舗が急増し、既存商店街の衰退、歩行者通行量の減少、市街地の高齢化など中心市街

地の空洞化が進み、賑わいが失われてきています。 

また、人口減少、少子高齢化社会を背景に、拡散した社会基盤の維持に伴う行政コス

トの増加や、買い物や通院など日常の生活が困難と感じる人の増加などが懸念されてい

ます。 

このため、平成 11 年３月に「中心市街地まちづくり基本構想」を策定しました。そ

の後、平成１８年の中心市街地活性化法の改正を受け、中心市街地の課題や市民のニー

ズをあらためて把握するとともに、旧基本計画の反省を踏まえ、中心市街地活性化基本

計画（1 期計画）を策定し、平成２１年３月に国の認定を受けました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

白河市中心市街地の居住人口の推移 
 

このような課題を踏まえ、歴史的建造物をはじめ文化的資源をもつ歴史深い街なみを

守り、そこに暮らす人々にとっても魅力的なまちをめざすため、白河市では、歴史的風

致維持向上計画（通称：歴史まちづくり計画）と中心市街地活性化基本計画（２期計画）

を策定し、取組みを進めています。 
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３．歴史まちづくり計画  

■歴史的・文化的資源を活用した白河らしいまちづくり 

歴史まちづくり計画の基本となる法律は、平成２０年１１月４日に施行された「地域

における歴史的風致の維持及び向上に関する法律」（通称：歴史まちづくり法）です。 

「歴史的風致」とは、歴史的価値の高い神社、寺院、城跡等の国民共有の文化的な資

産と、地域の歴史・文化を反映しつつ営まれる人々の活動が一体となって形成される良

好な市街地の環境のことを指します。この法律の特徴は、ソフト（文化庁）とハード（国

土交通省・農林水産省）が初めて協働し、歴史まちづくりを積極的に支援する点にあり

ます。 

白河市では、この法律に基づき、福島県で初めて「歴史まちづくり計画」を策定し、

平成２３年２月２３日に国の認定を受け、歴史的・文化的資源を活用した白河らしいま

ちづくりを進めています。 

■歴史的風致形成建造物の指定と保全  

「歴史まちづくり計画」では、小峰城城下町地区約 761ha を重点区域と定め、この

区域内に点在する歴史的建造物を「歴史的風致形成建造物」として指定しました。指定

の対象は、有形文化財や景観重要建造物、景観重要公共施設、また「その他、白河市の

歴史的風致の維持及び向上を図る上で必要かつ重要なものとして特に市長が認める建

造物」とし、市内の 37 件 95 棟を指定しています。 

指定された「歴史的風致形成建造物」の保全を図るための修復整備等には、補助金が

利用できることから、地域の歴史的風致に合わせた整備等が実施されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
指定された歴史的風致形成建造物（一部） 
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■白河歴史の手引き「れきしら」  

白河の歴史・文化に対する正しい理解と郷土愛の醸成を図ることを目的に、平成２４

年度に白河歴史の手引き「れきしら」入門編を作成しました。「れきしら」は、ふるさ

との身近にある歴史をわかりやすく解説したものであり、多くの市民から好評を得てい

ます。 

内容は、古代～現代の白河市を順序立てて紹介する「白河の歴史を歩いてみよう」・

地域ごとの史跡や見どころ、歴史上の人物等を記した「歴史を探そう」・祭りや民俗行

事を紹介する「歴史を学ぼう」の三部構成となっています。旧奥州街道を中心とした城

下町エリアの簡易マップも付属しており、観光客のまち歩きや、市民の歴史の再学習な

どにも役立つ一冊となっています。 

作成には教育関係者をはじめ様々な市民が関わり、地域の将来を担う子どもたちへ向

けた教科書として重要な役割を担っています。今後は入門編に続き、「れきしら（上級

編）」作成の計画が進められています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
白河歴史の手引き「れきしら（入門編）」 

■ＮＰＯによる歴史的な建造物を活用した取組み  

NPO 法人しらかわ建築サポートセンターは、市内の建築士を中心として組織されて

おり、歴史的な建造物を保全するための取組みを行っています。蔵などの歴史的な建造

物の修理、外観修景、内装装備等の整備改善に際し、伝統的な手法による修復の技術を

持つ職人及び材料が不足しているため、地域の職人、地域の材料、地域固有の工法で修

理する持続可能な修理システムの構築を図っています。 

また、歴史の趣ある建築物等を散策する「蔵ウォーク」を実施し、現代に引き継がれ

る蔵や樹木等の歴史的景観に対する理解を深め、身近な資源を活かしたまちづくりへと

つなげています。所有者による建造物の説明や伝統工法を用いた修繕方法の解説など、

参加者にとって歴史に直に触れられる貴重な機会となっています。 
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事業班 計画係

企画班 公園街路係

計画係

景観係 中心市街地係

公園街路係 歴史まちづくり係

歴史まちづくり室

文化財保護課 文化財保護課

文化財調査課 史跡整備係

【　平成23年度　】

建
設
部

都
市
政
策
室

都市計画課

まちづくり推進課

文化財課

【　平成24年度　】

市長公室 まちづくり推進課

都市計画課建設部

文化財課教育委員会事務局

「蔵ウォーク」は年に２回程度開催され、白河市に伝わる工芸、菓子、酒造などの見

学も行われるなど、毎回定員が埋まる人気の催しとなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■市役所の組織編制の改革  

白河市長の強いリーダーシップのもと、歴史まちづくり法の趣旨に沿って、文化財課

と都市計画課、まちづくり推進課が都市政策室として編成され、ソフトとハードが一体

となって「歴史まちづくり計画」の事業を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

伝統工法による土蔵の土壁塗り 第８回蔵ウォーク 
（平成２５年１１月１６日開催） 
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４．中心市街地活性化基本計画（２期計画）  

■歴史・伝統・文化が息づく市民共楽の城下町  

白河市では、中心市街地活性化基本計画（１期計画）の成果を踏まえ、中心市街地活

性化基本計画（２期計画）を策定し、平成２６年３月２８日に認定を受けました。２期

計画は、白河駅周辺の市街地、城山公園（白河小峰城）を含めた約 114ha の区域を中

心市街地とするものです（赤色の区域が２期計画の計画区域）。 

中心市街地活性化基本計画では、【城下町の快適な暮らしづくり】【匠の技とおもて

なしの商店街づくり】【市民共楽のふるさとづくり】を柱として、数多くの事業が計画

されています。 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■まちなか居住の推進  

＜商工会議所会館跡地住宅整備事業＞ 

１階をテナント、その他の階を住宅とする複合ビルを整備し、２０戸程度を賃貸しま

す。中心市街地は、東日本大震災においても比較的被害が少なく、地震に強い地域とい

う認識も高まっており、安全な住環境の提供と多様な居住ニーズに対応することが期待

されます。 
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＜（仮称）「住宅型有料老人ホームせせらぎ通り」整備事業＞ 

これまで郊外に多く整備されてきた高齢者

向けの居住施設を中心市街地に整備し、必要な

場合は訪問介護などのサービスを利用できる

ようにします。本施設の整備により、日常的に

人の声が聞こえ、自宅と変わらない生活を送る

ことが可能となります。 

また、白河駅前多目的複合施設や新市民文化

会館予定地の近くに立地することにより、居住

する高齢者が文化・芸術活動・地域コミュニ

ティ活動に積極的に参加できる環境を提供す

ることができます。 

■空き店舗を活用したまちなかあったかサービス  

まちなかの空き店舗を利用し、高齢者世帯を対象に、地元食材を使った手作り弁当や

総菜を調理・配達する弁当宅配事業を展開します。施設内にはコミュニティスペースを

兼ねた食事ブースを整備し、高齢者の憩いの場や食育セミナーの開催場所として活用し

ます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     あったかステーション「楽 RAKU」 

  

商工会議所会館跡地住宅整備事業（イメージ） 
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５．人と人とを近づけるもてなしのまち  

白河市中町の商業施設「楽蔵（らくら）」では、初めて訪れた人へもあたたかいサー

ビスが提供されています。伝統的なだるま屋、歴史を感じられる和雑貨を取り扱う店舗

等、商品を手に取れば、販売員が白河市の成り立ちや歴史を交えながら丁寧に商品の説

明をしてくれ、商品だけでなく白河市の歴史にも興味を持つことになります。 

また、「白河へは初めて来られたのですか？」「観光でいらしたのですか？」と、来

客の心をほぐしながら、お勧めのスポット等を紹介してくださることもあります。商店

街の飲食店では、まち歩きマップが手に取れるようになっており、「白河まちなか逸品」

といった取組みも盛ん。複数の飲食店を食べ歩く・飲み歩くツアーも企画されており、

明るい店主の冗談がお客の笑いを誘います。 

今後も、このような一店舗一店舗が白河を代表する案内人となることで、「白河をま

た訪れたい」という、人と人とを近づけるもてなしのまちづくりが期待されます。 

 

 

 

 

 

 

中町小路「楽蔵（らくら）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食べ歩き・飲み歩きツアーの広告  
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磐梯町 古
いにしえ

からの強い意志を貫き通すまち 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．会津仏教文化発祥の地  

磐梯町は、会津盆地北東部に位置し、北は磐梯山、南は

猪苗代湖を水源とする一級河川日橋川が流れる豊かで美し

い自然と、会津仏教文化の発祥地として栄えた悠久の歴史

と文化、伝統を有する町です。 

慧日寺は、今から 1,200 年前、平

安の初めに奈良南都、法相宗の高僧

「徳一（とくいつ）」菩薩が理想の仏法を求めて南都（現在の奈

良）を離れ、霊峰磐梯山の麓に築いた寺院で、その精神は今も伝

え継がれています。 

 

  

磐梯町は、会津仏教文化の発祥地として栄えた悠久の歴史と文化、伝統を有す

る町です。近年、慧
え

日寺
に ち じ

金堂、中門を復元するとともに、JR 磐梯駅の周辺施設

や、道の駅ばんだいの整備を行い、地域の活性化を図っています。 

磐梯町の地域づくりの特徴は、地域づくりに関わる人々が、よりよくするため

の強い想いを信念として貫き通していることです。昭和 50 年代から統一してい

る公共建築物等の外観、慧日寺復元までの強い意志、道の駅に多くの人を呼ぶア

イディア。まるでそれは、慧日寺を開いた高僧 徳一が、信念を貫き通したことに

も通じているようにも思えます。 

慧日寺跡 
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２．これまでの取組み  

■公共建築物の外観の統一  

磐梯町の役場庁舎、老人福祉センター、中央公民館、町民体育館、学校、慧日寺資料

館などの公共建築物は、昭和 50 年代から統一された設計思想に基づいて整備されてい

ます。磐梯町の豊かな緑に映え、冬でも温もりを感じられる色とは何か。地域の風土や

気候に融けこみ、そこに暮らす人たちが愛着をもてるようなデザインを追求し、その思

想を変えることなく引き継いでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■蘇る古代慧日寺金堂  

本寺
もとでら

地区では、慧日寺の発掘調査に基づき、学識経験者との検討を進め、金堂
こんどう

、中門

等の復元など史跡周辺環境整備に取組み、金堂は平成 20 年、中門は平成 21 年、石敷

き広場は平成 22 年に復元しました。 

 

 

 

  

 

 

  

  

 

基礎工事の様子 

仮組みの様子 

復元された慧日寺金堂 

屋根の色・外壁の素材等が統一された公共建築物 
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■都市再生整備計画事業（第 1 期）  

磐梯町では、「自然と歴史・文化にふれあい、人・もの・情報が行き交う会津嶺の里

づくり」を目標として、平成１９年度～平成２３年度の５年間、第１期都市再生整備計

画事業を実施しました。主な取組みを紹介します。 

・JR 磐梯町駅周辺の整備  

町民や観光客がまちなかや史跡等を散策しや

すいよう、町の玄関口であるレトロな木造駅舎

の保全修復や駅前広場等周辺施設の整備、駐車

場、町道などを整備しました。 

外が眺められる待合室等の設置により、冬期

間のバス待ちが快適となり、町内はもちろん、

町外からの利用も増えています。 

・自然や文化と触れ合う空間の形成  

町民や観光客が歴史や文化に触れることがで

きるよう、資料館を改修するとともに、歴史情

緒あふれる街なみを楽しむための石畳参道や人

道橋を整備しました。 

また、史跡や名水百選への利便性と快適性向

上のため、遊歩道の整備や案内看板の設置を行

いました。交流館やポケットパークを整備し、

町民や観光客の交流・憩いの場をつくりました。 

・道の駅ばんだいの整備  

農産加工施設、物産館、観光案内所を、道の

駅と一体化した観光拠点施設として整備しまし

た。磐梯山周辺観光の玄関口として、町の自然

や歴史・文化、リゾートと融合し、人・モノ・

情報が行き交う、情報発信基地と交流拠点とし

て機能しています。 

道の駅ばんだいは、年間 95 万人（平成 25

年）もの観光客が訪れ、賑わっています。 

  

磐梯町交流館 

修復された磐梯町駅 

道の駅ばんだい 感謝祭の様子 
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縁でつながる交流拠点づくり 

道の駅ばんだい 斎藤 治仁 駅長 

 毎年多くの観光客で賑わう「道の駅ばんだい」。その成功の秘訣について、駅

長さんにお話を伺いました。 

 道の駅ばんだいは、磐梯町を通る主要地方道猪苗代
い な わ し ろ

塩川
しおかわ

線沿いにあります。周

辺を会津若松、猪苗代、裏磐梯、喜多方といった主要な観光スポットが放射状に

分布しているため、観光地めぐりの基点として、憩いの場として訪れる方が多く

なっています。 

 道の駅ばんだいでは、むつ市の新鮮な魚介などの直売コーナーが設けられてお

り、大変好評となっています。山間部に位置する磐梯町で、なぜ新鮮な魚介をお

くこととなったのでしょうか？会津の歴史をさかのぼると、幕末、戊辰戦争に敗

れた会津藩士は、斗
と

南藩
な み は ん

（現在の青森県むつ市）に転封され、多くの旧会津藩士

とその家族が移住し、この地で暮らしたのです。こうした会津とむつ市との歴史

的な「縁」から経済交流が生まれたのです。 

 また、磐梯町は大手玩具メーカーのバンダイと 
名前が同じことがきっかけで交流があり、道の駅 
ばんだいの一角にはガンダムの模型展示やバンダ 
イの商品が 1 割引で買えるコーナーがあるなど、 
大人も子どもも一緒に楽しめる場所となっていま 
す。磐梯町のマスコットキャラクター「ロボばん 
じぃ」も、バンダイの協力を得てデザイン化されたものです。 

 多雪地帯である冬の磐梯は、観光シーズンに比べると冬期の観光客は大幅に

減ってしまいます。しかし、道の駅ばんだいではどんなに吹雪の日でも来場者数

が 800 人/日を切ることがないそうです。ここの来場者数の５割はなんと地元

の方々とのこと。年４回の感謝祭では、きのこ汁などを訪れた方に無料で振舞わ

れ、年に１度のむつ海鮮祭では、オープンスペースを利用して大間の本マグロの

解体実演を行うなど、多くの人で賑わっています。 

 利用者に気持ちよく使っていただくためトイレには 
暖房・ウォシュレットを完備し、子ども用の小さな便 
器が設置してあります。こうした小さな心配りと感謝 
の気持ちが、地元やここに訪れた人に愛される大きな 
魅力となっているように感じます。 

 道の駅ばんだいには、いつでも駅長さんの強いこだわりと、満面の笑顔があふ

れています。 

子ども用の便器 
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３．現在の取組み  

第１期都市再生整備計画事業により、大寺・本寺地区を中心とした一体的な整備が行

われ、一定の効果が得られましたが、少子高齢化による人口減少や東日本大震災等によ

る観光への影響が残っています。 

これらの課題に対する取組みとして、社会資本整備総合交付金（旧まちづくり交付金）

を活用した第２期都市再生整備計画事業（平成 25 年度～平成 29 年度）をスタートし

ました。主な取組みを紹介します。 

■慧日寺門前町の再生  

慧日寺や史跡周辺環境の整備が進む一方、史

跡内の道路や河川環境の整備が遅れており、史

跡全体での景観づくりが進んでいないため、観

光客数が伸び悩んでいます。 

そのため、慧日寺の復元事業とあわせて、参

道整備や史跡周辺環境の整備、道路や河川環境

を整備し、周辺との調和を図りながら、門前町

の再生に向けたまちづくりをめざします。 

■地域のふれあいの場の提供  

磐梯町では、核家族化などの進行により、人と人とのコミュニケーションが希薄化す

る傾向にあります。若者の町離れに対して、町は若者住宅の整備を進めていますが、居

住空間の整備だけでなく、健康増進のために広く利用できる温水プールの設置が強く望

まれていました。一方で、築 50 年近く経過して老朽化した中学校の校舎及び体育館の

建て替えが、町の喫緊の課題となっていました。 

今回は、国の支援制度を活用しながら、これらの地域的な要望・課題に応えられる施

設を一体的に整備するため、１階には温水プール、２階には学校でも活用可能な多目的

スペースを設ける計画となっています。この施設の整備により、一年を通してスポーツ

や健康づくりを通して、年齢を問わ

ず町民の交流が可能となります。 

なお、施設の利用にあたっては、

設置条例を定めるなどして、適切に

管理・運営していく方針です。 

 

 

 

  

景観整備イメージ 

地域交流センター 

（整備イメージ） 

多目的スペース 



52 

■安全で利便性の高いまちづくり  

地区内の道は道幅４ｍ未満の狭い道路が多く、避難場所となる施設が少なく、それら

の整備・耐震化や交通ネットワークの整備が必要とされています。 

そのため、災害時における防災拠点や避難所として活用できるよう、防災公園の整備

を中心として、老人福祉センターの耐震化や地域交流センター等を整備します。また、

道幅の狭い道路を改善することにより、避難経路を確保し、緊急車両がスムーズに通行

できるよう整備する計画です。 

 

第２期都市再生整備計画（概要） 

５．今後の展開  

磐梯町の地域づくりの特徴は、地域づくりに関わる人々が、よりよくするための強い

想いを信念として貫き通していることです。慧日寺を開いた高僧 徳一が、信念を貫き

通したことにも通じるような信念の強さです。昭和 50 年代から統一している公共建築

物等の外観、慧日寺復元までの強い意志、道の駅に多くの人を呼ぶアイディア。 

今後は、会津仏教文化発祥の地として、その中心であった慧日寺跡を中心とした門前

町の風景を再現するとともに、基盤整備を推進し、自然と歴史が調和する、品格あるま

ちを、強い信念で実現することになるでしょう。 

復元された金堂・中門を活用したイベントの開催や、多くの観光客が訪れる道の駅ば

んだいからの誘導、学校教育・生涯学習での活用等により、町内外の人が訪れる歴史的

空間づくりが期待されます。 

  

室内プール整備 
（地域創造支援事業） 

大寺六区日曹線外５路線 

（道路） 
磐梯中央公園 

（公園） 

地域交流センター 

（高次都市施設） 

自然石護岸改修工事 

（河川） 

駐車場整備事業 

老人福祉センター耐震改修工事 

（地域生活基盤） 

大寺六区日曹線外５路線 

（道路） 
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三島町早戸地区 人的ネットワークで限界集落からグローバル化 

 

 

 

 

 

 

 

１．早戸地区ってどんなところ？  

早戸地区は、三島町の西端に位置するのどかな集落で、山

沿いに位置する「居
い

平
だいら

地区」と只見川沿いに位置する「湯
ゆ

ノ
の

平
だいら

地区」からなります。地区を見守る大山祇
おおやまづみ

神社や集落を囲

うように約３０の石
せき

祠
し

や神社が点在し、湯ノ平地区には薬湯

で有名な早戸温泉があり、年間約６万人の入浴客が訪れます。

多くの歴史的遺産を有し、地域資源の豊富な集落です。 

また、毎年１１月に行われる「虫供養」や「若水
わかみず

汲
く

み」な

どの伝統行事が行われ、住民を中心として、地域づ

くり活動が行われています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

早戸地区 

早戸温泉 伝統行事「虫供養」 居平地区集落の様子 

三島町の早戸地区は、19 世帯 42 人、高齢化率が 64.3％の限界集落で、人口・

世帯ともに減少が進む一方、年間 450 人もの交流人口が生まれています。その

内訳は、ＩＴ企業関係者、学生、留学生などとなっていて、一般的に交流人口の

中心は観光客が多いと言われる中で、驚異的とも言えます。 

交流人口を増やすきっかけとなっているのが、地元企業等が集まった奥会津

ＩＯＲＩ
い お り

倶楽部による活動です。地場木材だけを使ったモデルハウス建築、古民

家の改修を実施。そこを拠点として、幅広いネットワークで知り合った若者達が

活動を展開しています。 

只見川 
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２．里の現状、加速する過疎化  

奥会津地域は、急激な過疎化・少子高齢化の

進行が地域的な課題となってきましたが、平成

２３年３月の東日本大震災に起因する原発事故

の影響による農産物や観光客の減少、平成２３

年７月には新潟・福島豪雨災害による只見川の

甚大な被害などもあり、依然として厳しい状況

が続いています。 

三島町の早戸地区は、高齢化率が町内で最も

高い 64.3％に達している限界集落1で、人口・

世帯ともに減少していることから、これらに伴って空き家が増え、地域の活力が低下す

る要因のひとつとなっています。早戸地区でも空き家率は 12.5％と高く、特に居平地

区に空き家になった古民家が多くみられます。 

このような状況を打開すべく、町では「住みたい、住み続けたいふるさと（桐 源 郷
とうげんきょう

）

を創る ～どこにでもある ここにしかないふるさと～」を目標に掲げた地域振興計画

を策定し、人口問題、過疎問題を含む町の基本的な指針を定めています。 

３．奥会津ＩＯＲＩ倶楽部の取組み  

■真のいえづくりをめざして～地場木材を使用したモデルハウスつるの IORI～  

奥会津ＩＯＲＩ倶楽部は、会津地域の木材利用

活性化や地域内の雇用の増加等を目的に、地元企

業や個人ら約３０の個人・団体で設立されたグ

ループです。「会津の山を元気にしよう」と取組

んだのが、奥会津地域で産出される地場木材のみ

を使用したモデルハウスの建設です。 

フローリングは、三島町特産の桐などを使用。

桐は断熱効果が高いため、夏は涼しく冬暖かい、

肌触りもふわっとしていて気持ちが良い。サッシ

は、地元メーカーが開発した木製サッシを採用し

ています。熟練した大工の手により、釘を使わない伝統的な工法で作られており、後継

者不足に悩む大工の世界でも、その技を次世代に残すことにも役立っています。 

また、奥会津ＩＯＲＩ倶楽部は、東日本大震災で家を失った方々のための、木造の仮

設住宅の建設にも関わっています。 

                                             

1 限界集落･･･過疎化などで６５歳以上の高齢者が人口比率で住民の５０％を超えた集落のこと 
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伝統的な工法を活用したつるのＩＯＲＩ
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■空き家に息吹を～古民家改修型モデルハウス清
せい

匠
しょう

庵
あん

～  

早戸地区では、空き家化した古民家が多くなっていたため、これらを貴重な地域資源

ととらえ、明治初期に建築された築年数 120～150 年といわれる木造２階建、延べ床

面積 186 平方メートルの養蚕農家の家の改修を始めました。 

町の「空き家・住宅改修費等助成制度」2や「浄化槽設置時の補助制度」などを活用

するとともに、佐久間建設工業（株）の佐久間氏の自己資金を投入するなどして約４ヶ

月かけて古民家改修型モデルハウスとして生まれ変わり、「清匠庵」と名付けられまし

た。木製のサッシなど、地場木材を活用することにも強いこだわりを発揮しています。 

■古民家がＩＣＴ企業に生まれ変わる  

清匠庵は、人的交流の促進や新たな産業の創出を目的としており、現在は、東京の IT

ベンチャー企業のワークスペースとして提供しています。地元の方が懸念していた冬を

越し、ここで１年を過ごした IT ベンチャー企業の方は、穏やかな顔でこのようにお話

ししてくださいました。 

「ここでの生活は、東京ではいくらお金を出しても得られない」 

このような取組みには、光ファイバーを町内全域に敷設して情報通信網を整備するな

ど、町の IT 環境が整っていることも大きな後押しとなっています。 

  

                                             

2 空き家・住宅改修費等助成制度･･･空き家の利活用をするために必要な改修または解体にかかる費用の 

３分の２以内の額（上限 100 万円）を町が助成する制度 

改修前の清匠庵 生まれ変わった清匠庵 

鳥のさえずりの聞こえる会議室 清匠庵に隣接し地場木材を活用した 

新築住宅 
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４．今後の展望  

空き家対策は、全国的に大きな行政課題となってきています。ここ会津地方の自治体

でも、過疎高齢化に伴い、状況は深刻化してきています。 

三島町では、今回取り上げた早戸地区の古民家再生による地域活性化の事例のほか、

同町の宮下地区には、県の地域再生・地域活性化支援事業に採択されて空き家を改修し

た交流体験施設「のんびり館」も立地しています。 

この施設は、二地域居住・宿泊体験・交流体験・

農業体験などを目的とした交流拠点施設で、地域

のあたたかいもてなしが受けられます。 

これらは、奥会津地方が抱える林業活性化と空

き家対策の両方を解決し、交流人口の増加させる

取組みとして期待されています。  

 
古民家再生による交流拠点づくり 

佐久間建設工業（株）代表取締役 
佐久間 源一郎 さん 

 奥会津ＩＯＲＩ倶楽部、三島町で地場木材を使った温もりあふれる木組み

の家づくりに力を注いでいる佐久間氏にお話を伺いました。 

 清匠庵にＩＴ企業が入ってから１年が経ち、多くのビジネス・パートナー

がここに来訪するなど、交流人口が拡大しています。大学院生、留学生が研

修のためにここを利用するなど、これまで三島町とあまり縁がなかった幅広

い層の方が訪れているそうです。 

 そのほか、佐久間氏の古民家再生に向けた取組みなどがきっかけとなり、

終の住み処として早戸に新居を構えた老夫婦、若い陶芸家からの古民家をア

トリエとして利用できないかといった提案など、これまでになかった多くの

交流が生まれています。 

 佐久間氏は、古民家は地域資源であり、地域の魅力であると考えていらっ

しゃいます。地場木材を使った古民家の再生と活用は、山や森を保全し、そ

こに雇用が生まれ、人と人との交流を結ぶきっかけになっています。 

佐久間氏は、交流人口を増やすためのアイディアが常に満載。全世界から

様々な提案が舞い込んでいるとのことで、今後も目を離せません。 
 

奥会津のんびり館 
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須賀川市南部地区 震災後のまちづくりを契機とした中心市街地活性化 

 

 

 

 

 

 

 

１．須賀川の歴史  

須賀川市の歴史は古く、国指定史跡の上 人 壇
しょうにんだん

廃寺
は い じ

跡
あと

などの遺跡があり、古代から東

北地方の要衝として栄えていました。室町時代は、二階堂氏の城下町として栄えました

が、伊達政宗に攻められ、須賀川城は落城しました。 

江戸時代に白河領となってからは、奥州街道屈指の宿場町として、独自の町人文化も

花開きました。俳諧も盛んであったため、松尾芭蕉は「おくのほそ道」の旅で須賀川宿

に８日間も滞在し、地元の文化人との交流を深めました。今も、可伸
か し ん

庵
あん

跡など芭蕉ゆか

りの歌碑なども残っています。 

明治の戊辰戦争では大きな打撃を受けましたが、須賀川人の気風によって、明治の近

代化に尽くし、新たな時代を築いてきました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２．これまでの取組み  

■中心市街地の取組み  

中心市街地には、多くの店舗等の商業集積が進んだほか、市役所、図書館、体育館、

中央公民館、総合福祉センター、第二小学校などの市の施設をはじめ、税務署、警察署、

郵便局、商工会議所、公立岩瀬病院などの公共公益施設も多く立地しています。 

須賀川市は、松尾芭蕉が「おくのほそ道」の旅で訪れて長期間滞在するなど、古

くから独自の町民文化が花咲いた歴史あるまちです。 
中心市街地では、地域活性化をめざし、街路事業による電線地中化等が行われ、

住民によるまちづくり活動も盛んになっていましたが、平成２３年に東日本大震災

が発生し、市役所等の公共建築物をはじめたいへんな被害を受けました。 
市では、中心市街地活性化基本計画を策定するとともに、復興交付金などを活用

し、市役所と総合福祉センターの再建に取組んでおり、今後も住民と一体となった

取組みにより、文化の薫り高いまちづくりが期待されます。 

可伸庵跡               結の辻 
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しかしながら、市街地の拡大化や幹線道路沿道などへの大型小売店の出店などにより、

周辺地域における商業の中心としての位置づけが弱まるとともに、市内におけるまちの

中心としての存在感が低下していました。 

そこで、市役所周辺の南部地区では、「風流」をキーワードに歴史・文化を活かした

まちづくりに取組み、景観にも配慮した広場「結の辻」の整備とともに、まちづくり協

定によるまちの景観の保全や整備が進められています。 

中心市街地の中心を通る(都)須賀川駅並木町線（JR 須

賀川駅～国道 118 号の間）は、街路事業により電線の

地中化が行われました。沿道には数カ所のポケットパー

クも整備されており、市街地内の憩いの場所としても機

能しています。 

■住民によるまちづくり活動  

須賀川市では、上記のハード整備と合わせて、住民と行政が一体となって、まちづく

りを進めていくことになりました。市内の主なまちづくり関連団体としては、須賀川ま

ちづくり推進協議会、須賀川商工会議所のほか、NPO 法人チャチャチャ 21、須賀川

知る古会、夢くりえいと・TKB すかがわがあります。 

これらの団体が中心となって、近年は地域づくり総合支援事業（福島県）なども活用

して、観光振興や地域防災対策などに取組んでいます。地域の店舗や家屋の軒下にある

軒行灯は、本町商店会などが中心となって設置しました。夜になると屋号や世帯主の名

前とともに俳句がやさしい光とともに浮かび上がるようになっています。 

しかし、官民が一体となったまちづくりを進め始めたところ、東日本大震災が発生し

ました。 

 

 

 

 

  

整備された(都)須賀川駅並木町線 

軒行灯            住民が中心となってつくったマップ 
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３．東日本大震災による被害  

平成 23 年（2011 年）３月 11 日の東日本大震災において、須賀川市は甚大な被

害を受け、尊い人命も失いました。特に中心市街地においては、市役所、総合福祉セン

ターなどが大破し使用できなくなったため、解体されました。 

金融機関、商店、住家なども損壊し、中心市街地の復旧・復興は、最重要課題となっ

たため、「須賀川市震災復興計画（平成 23 年）」等の中で、「市街地中心部の再生・

活性化」を重点プロジェクトに位置づけ、積極的に取組むことになりました。 

 

 

 

 

 

 

総合福祉センターの被災状況        市役所の被災状況    

４．地域の取組み・解決策  

■中心市街地活性化計画の策定  

平成 26 年３月に「須賀川市中心市街地活性化基本計画」を策定し、全体テーマを「活

気と温もりのある賑わいあふれるまち須賀川」としました。基本方針は、「公共サービ

スの再建による賑わいの回復」「商業活動の活性化による賑わいのある街づくり」「文

化施設が充実した、落ち着いて過ごせる街づくり」「安心して過ごし、暮らせる街づく

り」とし、活性化や復興に向けて取組んでいます。 

■市役所の再建  

市役所の再建は、行政運営において重要であるばかりでなく、現在の位置での再建が、

中心市街地に再び多くの来街者を呼び戻すことにつながるため、活性化を図る上でも重

要です。再建は第一種市街地再開発事業を活用して行われ、一時的な避難場所機能のあ

る防災広場も合わせて整備する計画です。 

 

  

第一種市街地再開発事業による市役所の再建イメージ図 
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■総合福祉センターの再建（(仮称)市民交流センター）  

総合福祉センターに代わる新たな核となる施設として、(仮称)市民交流センターを建

設する計画です。(仮称)市民交流センターは、市民交流機能や生涯学習機能、子育て支

援機能、賑わい機能等を持つ複合施設として、多目的広場や駐車場を含めて整備します。

これらの整備により、来街者の増加につながり中心市街地の活性化に寄与することが期

待されています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総合福祉センターの再建（(仮称)市民交流センター）イメージ図 

４．今後の展開  

市役所の再建、総合福祉センター、

防災拠点の整備は、復興交付金事業

や社会資本整備事業を活用して整備

に取組んでいます。 

これを契機として、官民が一体と

なったまちづくり活動により、芭蕉

が訪れた文化の薫り高いもてなしの

まちへの展開が期待されます。  

 

  

中心市街地の区域図 
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福島県沿岸部 防災緑地整備を通して紡ぐ新たなコミュニティ 

 

 

 

  

 

 

１．地域の概要 

いわき市の北東端に位置する久之浜地区は、県立自然公園波立海岸を中心とする風光

明媚な海岸線と天然の入江を利用した久之浜港を有し、夏には多くの海水浴客で賑わう

レクリエーションの場になっていました。 

東日本大震災の津波により、沿岸部の緑地や海水浴場、レクリエーション施設、海岸

景勝地等は津波や地盤沈下により喪失しましたが、復興に向けて、土地区画整理事業、

防災集団移転や防災緑地の整備が進んでいます。 

２．地域の課題・取組みの背景 

■福島県沿岸部の復興まちづくり～防災緑地整備の必要性～ 

福島県は、東日本大震災により甚大な津波被害を受けた地域において、総合的な防災

力が向上したまちづくりをめざしています。 

具体的には、従来の海岸堤防のみによる「一線防御」から、海岸堤防の嵩上げ、防災

緑地、道路、土地利用の再編など、複数の手法を組み合わせた「多重防御」による総合

的な防災力が向上したまちづくりを進めています。 

また、東日本大震災で、海岸防災林が津波被害の軽減効果を発揮したため、福島県沿

岸部の復興まちづくりの一環として、防災緑地の整備を進めることとしています。 

  

福島県では、東日本大震災の津波により住宅地などの市街地が被害を受けたた

め、防災緑地、道路、土地利用の再編などの複数の手法を組合せた「多重防御」に

よる総合的な防災力が向上したまちづくりを進めています。 

防災緑地の整備にあたっては、背後の住宅地に住む住民等とともに、ワーク

ショップを通じて、整備の方向性や整備後の緑地の管理・運営について検討が進め

られています。ここでは、沿岸部各地で行われている取組みのうち、いわき市久之浜
ひ さ の は ま

地区について紹介します。 

復興まちづくりの

イメージ 
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■防災緑地の役割 

防災緑地は、非常時の①防災機能、通常時の②地域振興機能、③景観・環境の再生・

形成機能の３つの機能を有しています。 

①防災機能 

 津波を減衰し、浸水被害範囲を軽減し、避難時間を確保する。 

 津波による漂流物を捕捉し、漂流物の衝突による被害を軽減する。 

②地域振興機能 

 海洋レクリエーションや自然とのふれあいの場として活用する。 

③景観・環境の再生・形成機能 

 地震や津波で失われた景観や環境の再生・形成を図る。 

    詳しくは「福島県防災緑地計画ガイドライン」をご覧ください。 

    http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/41055b/gaidorain.html 

３．地域の取組み・解決策 

■防災緑地ワークショップの開催 

地域と行政が防災緑地をともに活用し、ともに育てていくためには、事業計画の段階

から住民が参加し、防災緑地に愛着を持つことが重要であることから、地域の思い・考

えを把握するためのワークショップが進められています。 

また、ワークショップを通じて地域の気持ちが一つになり、コミュニティの再生も期

待されています。 

・地域が必要とする緑地、地域に大切にされる緑地、地域の特色を

活かした緑地となるよう、地域の課題、関心、ニーズを掘り起こ

し、防災緑地づくりに反映する 

・地域住民と行政が防災緑地の必要性、意義、役割を共有する 

・地域住民が防災緑地づくりに参画することにより、地域と行政が

協働・協力して、防災緑地を守り育てる関係を構築する 

久之浜地区の防災緑地では、平成 2５年５月からワークショップが始まりました。緑

地活用方法や担い手づくり、植生やデザインなどの話し合いを進め、地域と行政の協力

体制をつくりあげることをめざしています。 

 

 

 

  

ワーク

ショップ

の目的 

！ 

ワークショップの様子（左から：先生の講話、実寸大模型・現地の確認、意見交換） 
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どんぐりプロジェクト 

■防災緑地づくり会議の開催 

ワークショップを引き継ぐ形で「防災緑地づく

り会議」が開催されており、防災緑地の活用運営

について検討が進められています。 

平成 26 年 3 月中旬には、実際にかかる植樹の

手間や潮風が当たる中でどう育つかの実験のため

の植栽体験が行われました。子どもを含む総勢 45

名が参加し、植物の専門家の説明を聞きながら、防

災緑地予定地内の稲荷神社周辺にクロマツやアカマツ、トベラ、ツワブキ（トベラ、ツ

ワブキはマツの根元を守る下草）を植えました。みんなで見守り、地域の森として大切

に育てられています。 

また、ワークショップを通して、地域の樹木につ

いても関心が寄せられ、津波に耐えた住宅地のモチ

ノキを、記憶に残すため秋葉神社に移植するといっ

た取組みがされています。 

■久之浜地区で活動しているボランティア

チームによる支援  

復興に向けたまちづくりのため、若者を中心とす

る地元の復興支援組織、東京在住の学生、建築家等

が参加する「久之浜大久地区まちづくりサポート

チーム」は、ふくしまキッズ夢サポート事業を活用

して子どもたちと一緒にまちづくりワークショッ

プを行い、どんな防災緑地が良いのかを考えました。 

■久之浜防災緑地どんぐりプロジェクト  

久之浜町と石川町は、ほぼ同じ緯度に位置するこ

とをきっかけとして、平成 21 年より「海と山」の

交流が始まりました。震災直後には、石川町民が久

之浜町の避難所に食料と毛布を届けるなど支援し、

震災を機に絆が深まりました。 

どんぐりプロジェクトは、福島県内沿岸地域にて

どんぐりを採取し、採取したどんぐりから苗木を育

て、植樹可能となった苗木を被災地の適切な場所へ植樹するという活動です。県では、

久之浜防災緑地の鎮守の森のどんぐりを子どもたちの手で苗木に育て、それを被災地に

植樹することで緑化を支援するとともに、被災地への思いを育み、防災への高い意識、

防災教育の充実につなげるよう石川町と連携して活動しています。 

  

植栽体験の様子 

秋葉神社に移植されたモチノキ 

久之浜第一小学校でのワークショップ 
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４．今後の展開 

■緑地整備と住民、行政、企業、ボランティア等の関わり方 

防災緑地の整備や維持管理には、周辺に住む住民が積極的に関わっていくことが求め

られますが、住民の力だけでは限界があります。 

ワークショップでも、維持管理の仕事量が見えない、労力・金銭・技術のバックアッ

プが必要、地域ごとに人数や高齢化率が異なるため分担が難しいなど、今後の緑地の育

成や活用に関して不安や疑問の声が挙がっていました。 

このため、次のような役割分担を検討していくことも必要となります。 

  行政・・・・・・事業制度の情報提供等 

  専門家・・・・・緑地育成、維持管理のノウハウ 

  民間企業・・・・地域活性化への手助け、運営のノウハウ 

■次世代を担う子どもたちに継承していくために 

今回のワークショップで子どもたちにも参加してもらいました。防災緑地の整備に関

わることによって、その地域の伝統文化や震災の様子を伝えるとともに、緑地の維持管

理に関わることで、コミュニティの維持、あるいは地域の活性化に向けて継承していく

担い手としての役割が期待されます。 

■ワークショップに参加できない人のために 

今回のワークショップに参加できない人のために、座談会や個別訪問を行っています。

特に高齢者の方など、外出が難しいけれども提案したい・意見を聞いてもらいたいとい

う方にも参加してもらえるように配慮しています。 
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いわき市小名浜港背後地 
古（いにしえ）と新（あらた）が出会う 

潮目の港まちづくり 

 

 

 

 

 

 

１．地域の概要 

■港とともに栄えてきたまち  

小名浜地区はいわき市の南東部の沿岸部に位置し、古くから港まちとして栄えた地区

です。近年は、昭和 39 年の新産業都市（常磐・郡山地区）の指定を契機に、いわき地

域の工業を中心とする産業活動の重要な基盤として発展してきました。 

さらには、東日本大震災後の平成 23 年 5 月、小名浜港は国際バルク戦略港に選定

されるとともに、現在は東港地区国際物流ターミナル整備等が進められています。 

■多様な機能を有するまち  

小名浜港は、古より親潮と黒潮がぶつかる「潮目」の好漁場を背景に漁業拠点として

繁栄してきました。小名浜港の北側に広がる市街地は、都市基盤が整備され、多くの人

の生活の営みとともに商店や事業所等が立地しています。また、点在する神社仏閣や江

戸幕府の直轄領（天領）であった歴史を今に伝える陣屋跡、当時の豪商文化の面影を伝

える「うだつのある家屋」等が残るなど、歴史と文化の香りも漂っています。 

■県内屈指の観光拠点・アクアマリンパーク  

市街地に近い小名浜港 1・2 号ふ頭は、

いわき市観光物産センター「いわき・ら・

ら・ミュウ」、ふくしま海洋科学館「ア

クアマリンふくしま」、既存倉庫の再活

用による商業・交流施設「小名浜さんか

く倉庫」が整備され、東日本大震災前ま

では年間 250 万人以上が訪れ、多くのイ

ベントも開催される県内でも屈指の観光

拠点（アクアマリンパーク）となってい

ました。  

いわき市小名浜地区では、県内屈指の観光拠点・小名浜港と既成市街地が一体と

なったまちづくりを進めるために、官民一体となった取組みが計画的に推進されて

きましたが、小名浜港背後地に位置する貨物ターミナルの移転とその跡地への民間

企業誘致等の実現には時間がかかっていました。 
東日本大震災では小名浜地区も大きな被害を受けましたが、復興事業を契機にま

ちづくりが大きく動き出しました。貨物ターミナル跡地においてイオンモール株式

会社を「開発事業者」として決定する等、平成 27 年度末のまち開きに向けて様々

な取組みが進んでいます。 

アクアマリンパーク 
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■東日本大震災による甚大な被害  

小名浜港は物流、工業、漁業、観光など、様々な経済活動の拠点として地域経済に不

可欠な存在となっていますが、東日本大震災により、ほとんどの岸壁が使用できなくな

り、港には漁船が打ち上げられ、港のそばの住宅や商業施設の多くが破壊されるなど甚

大な被害を受けました。さらに、福島第一原子力発電所の事故による様々な風評被害に

より観光客の減少といった影響も受けています。 

２．これまでの取組み  

■住民主体のまちづくり組織（小名浜まちづくり市民会議）による柔軟な事業

展開  

小名浜まちづくり市民会議は、小名浜の各種団体、市民や企業などが集まって平成

12 年に設立された市民参加型のまちづくり組織です。平成 16 年には、具体的にタウ

ンマネジメントを行うまちづくり会社として同名の特定非営利活動法人も設立し、

NPO と任意団体それぞれの利点を活かした柔軟な事業展開を行っています。 

また、設立以来、市民参加型のワークショップを通じて、まちの将来像を考えるため

のグランドデザインづくりを行いましたが、それを単に構想のままで終わらせないため、

平成 14 年にいわき市と「地区まちづくり計画策定

に関するパートナーシップ協定」を結び、官民が協

力してまちづくりを進める体制を整えています。 

現在も、全体会議を毎月開催するとともに、小名

浜市街地の活性化に寄与する活動やイベント企画の

検討・開催、まちなかコンサートの実施、ＨＰやか

わら版等を通じた情報発信など積極的なまちづくり

活動を行っています。 

■倉庫を活用した交流施設整備  

平成16～19年にかけて元気ふくしま事業を活用

し、小名浜の風景保全のため、使われなくなった倉

庫を交流施設「小名浜さんかく倉庫」として改修し

ました。倉庫群整備に地域の意見を反映させるため、

ワークショップ等を開催しながら検討を進めるとと

もに、完成後の内部の利活用に向けた各地事例視察、

民間事業会社「株式会社アクアマリンパークウェア

ハウス」設立等が行われました。１号倉庫オープン

に向けた内部工事は NPO 小名浜市民会議が実施し、

倉庫の供用開始後は、いわき市と NPO 小名浜まちづ

くり市民会議が協働で管理運営を行っています。  

小名浜さんかく倉庫 

イベントのようす 
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３．現在の取組み 

■港と市街地が一体となった賑わいのあるまちづくりをめざして  

小名浜港とその背後に広がる市街地との間には、福島臨海鉄道の貨物ターミナルが位

置しているため、観光拠点であるアクアマリンパークが立地する港と市街地との一体的

なまちづくりが課題とされてきました。 

いわき市では、港と市街地が一体となった賑わいのあるまちづくりをめざし、平成

12 年には、官民一体となった取組みを計画的に推進するため、国・県・市及び関係民

間企業、小名浜まちづくり市民会議等で構成する「小名浜港背後地等の整備に係る連

絡・調整会議」を設置し、貨物ターミナルの移転とその跡地（都市センターゾーン）へ

の民間企業誘致等を進めてきました。 

■復興のシンボルとなる新たな都市拠点づくりの進展  

平成 22 年に小名浜港背後地土地区画整理事業が都市計画決定され、新たな都市拠点

の形成を図ることとしていましたが、東日本大震災による被害を受け、東日本大震災復

興交付金を活用した震災復興土地区画整理事業及び津波復興拠点整備事業による市街

地整備が進められています。 

平成 26 年 4 月には、いわき市とイオンモール株式会社は協働で「小名浜港背後地

（都市センターゾーン）開発事業計画」を策定し、同社が正式に開発事業者に決定され、

平成 27 年度末のまち開きに向けて官民一体で整備が進められようとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
小名浜港背後地（都市センターゾーン）イメージパース 

４．今後の展開 

平成 27 年度末に予定されているまち開きに向けて、①都市センターゾーンから既存

市街地への賑わいの波及、②港町全体の景観形成、③交通誘導などの課題への取組みが

求められています。このため、住民と行政が協働で検討・実証などが進められようとし

ています。 
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５－２ 全国事例等 

福島県の各地域が抱える問題・課題は、日本全国共通のものも多くあります。同じよ

うな問題・課題に取組んでいる全国等の事例を紹介します。 

※事例は北の地域から並んでいます。着目点から探したい場合は、下表を参考にしてく

ださい。 

事例の着目点 事例Ｎｏ･市町村名 

地域資源に関連する事例 

（蔵、温泉等） 

3 岩手県奥州市、10 秋田県、20 西会津町、38 島

根県海土町、47 佐賀県佐賀市、51 大分県別府市 

まちなかに関連する事例 

（町屋、路地等） 
24 石川県金沢市、32 京都府、46 福岡県福岡市 

商店街に関連する事例 

（空き店舗、チャレンジショップ、

アーケード、空きビル等） 

2 青森県黒石市、19 福島市、21 群馬県前橋市、

29 愛知県名古屋市、49 長崎県諫早市、52 大分県

宇佐市、53 大分県大分市、56 鹿児島県鹿児島市 

食に関連する事例 

（スローシティ、レストラン等）

5 宮城県気仙沼市、11 山形県鶴岡市、27 長野県

上田市、39 島根県邑南町、58～60 イタリア 

産業に関連する事例 

（農業、漁業、観光等） 

6 宮城県石巻市、23 新潟県新潟市、37 兵庫県淡

路島、43 高知県日高村、48 長崎県小値賀町 

連携・交流に関連する事例 

（学生、定住・移住等） 

15 石川町、33 大阪府大阪市、41 徳島県神山町、

45 福岡県福岡市 

中山間・過疎地域に関連する事例

（地域おこし等） 

9 秋田県美郷町、17 郡山市、25 山梨県上野原市、

28 長野県小川村、30 京都府南丹市、31 京都府綾

部町、34 兵庫県篠山市、36 兵庫県姫路市、40 広

島県庄原市、44 高知県本山町、54 宮崎県綾町、

55 宮崎県西米良村、57 鹿児島県鹿屋市 

子ども・教育に関連する事例 

（子育て、遊び場、等） 

8 宮城県女川町、13 郡山市、14 南相馬市、22 東

京都板橋区 

歴史・文化に関連する事例 

（街なみ等） 

18 喜多方市、26 長野県小布施町、42 愛媛県内子

町、50 大分県豊後高田市 

震災復興に関連する事例 

（浸水地、被災市街地等） 
4 岩手県大船渡市、7 宮城県石巻市、16 いわき市

その他の事例 
1 北海道空知地方、12 山形県小国町、35 兵庫県

三田市 
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No 市町村名 概要 取組主体 支援体制 主な具体策 着目点 出典 

1 
北海道 

空知地方 

10 市 14 村 

炭鉱（やま）の記憶アートプロジェク

ト～まちの始まり、炭鉱遺産から空知

の誇りを取り戻す～ 

NPO 法人炭鉱の記憶 

推進事業団 

官民一体 

空知総合振興局 

 炭鉱跡地を 5 つのテーマで分類、ネットワー

ク化し回遊性を向上 

 炭鉱建物内に炭鉱をモチーフにしたアート

作品の展示 

炭鉱 
地域活性化事例集 

～アートを活用したまちづくり～ 

2 
青森県 

黒石市中町 

「こみせ（木製のアーケード）」に 

よるまち再生 
TMO 津軽こみせ（株） 青森県、弘前大学、国 

 「こみせ」の保存・再生活動、飲食・物販の

運営、伝統芸能の後継者育成 
アーケード 

国土交通省 まち再生事例データ

ベース 

3 
岩手県 

奥州市 

(旧江刺市) 

「藤原の郷」で蔵を活かしたまち再生 （株）黒船 
株式会社黒船、中町まち

づくり委員会、江刺TMO
 蔵の保存・活用、長浜市（株）黒壁との提携 蔵 

国土交通省 まち再生事例データ

ベース 

4 
岩手県 

大船渡市 

越喜来 

被災地域住民がＮＰＯを設立し、浸水

地域の牧草地化 

NPO 法人越喜来の景観

形成と住民交流を図る会

（通称：リグリーン） 
 

 浸水地域の民有地 20a を牧草地化し、綿羊

5 頭を飼育 

 美観を備えた牧柵、羊用ハウスを設置 

浸水地 
東日本大震災復興支援 

いいね！事例集 

5 
宮城県 

気仙沼市 
食を活かした魅力ある地域づくり 気仙沼市 

 

 スローフード都市宣言、日本初のスローシ

ティ認証 

 スローフード運動の哲学を市政へ導入 

食 気仙沼市 HP 

6 
宮城県 

石巻市雄勝町 
儲かる漁業をつくれ！ 株式会社 OH！ガッツ 雄勝町に住む漁業関係者

 震災を契機に、「被災地の新しいまちづくり」

「日本の新しい漁業の仕組みを」をめざし、

合同出資会社を設立 

漁業 東洋経済 ONLINE 

7 
宮城県 

石巻市 

まちづくりプラットフォーム 

［ISHINOMAKI2.0］ 

一般社団法人 

ISHINOMAKI2.0 

商店主や NPO 職員、東

京の建築家やまちづくり

家、学生など様々な職能

を持つ専門家 

 石巻を震災前に戻すのではなく、新しいまち

にするため、法人を設立 

 復興カフェ、復興民泊、「まち歩き」 

 石巻ソフトウェア開発拠点プロジェクト 

被災市街地 グッドデザイン賞 2012 

8 
宮城県 

女川町 

被災地の放課後学校 

“コラボスクール” 
NPO カタリバ 

震災で失業した元講師、

ボランティア、寄付者、

教育委員会、女川町 

 被災した子どもたちへ「学習機会」を作るた

めの教育事業の実施 

 震災で失業した塾講師による「コラボスクー

ル」の開校 

 子どもたちが、大学生や多様な年齢層のボラ

ンテイアとの出会いにより、未来に対するモ

チベーションの向上につながっている 

教育 いいね！JAPAN ＨＰ 

9 
秋田県 

美郷町 

(旧六郷町) 

ニテコの清水でまち再生 
TMO 六郷まちづくり 

株式会社 

六郷町、商業者、企業、

町民、まちと住民の協働

体制 

 湧水群と商店街の散策道路によるネット

ワーク化 
水 

国土交通省 まち再生事例データ

ベース 

10 
秋田県 

全域 

「あきた」から「ノンびり」 

ニッポンのびじょんを考える 

NPO 法人あきた地域 

資源ネットワーク 

集落地域における「小さ

な拠点」づくりモニター

調査選定地 

 世界ジオパーク認定活動 

 地域に残る歴史、民俗や伝説を活用した広域

活動 

 公共性のある新たな地域ビジネスへの貢献 

地域資源全般 
NPO 法人あきた地域資源ネット

ワーク HP 

11 
山形県 

鶴岡市 
食の理想郷へ 

民から自然発生的 

現在は鶴岡市 

産・学・官・民の連携の

「鶴岡食文化創造都市推

進協議会」 

 食文化を市民により全国へ紹介 

 鶴岡食文化産業創造センターの開設 
食 創造農村 project02 

12 
山形県 

小国町 

空き校舎を活用！地域と連携し 

若手芸術家の拠点に 
小国町 

小国町教育委員会 

地域住民・東北芸術工科

大学・studio こぐま 

 地域資源・芸術活動・交流・体験の場等とし

て空き校舎を活用 
空き校舎 

地域活性化事例集～アートを活用

したまちづくり 

13 
福島県 

郡山市 

子どもの屋内遊び場の整備 

（ペップキッズこおりやま） 
郡山市 

民間企業による土地・建

物・設備の無償提供、遊

具等の寄附、郡山市が運

営管理 

 震災後、外での遊びを控える子どもたちのた

めに、屋内遊具施設を開設 

 セミナー室、休憩室、食育講座、調理実習室

等も併設 

 プレイリーダー（市臨時職員）が常駐 

子どもの健康 
ＮＰＯ法人郡山ペップ子育てネッ

トワーク HP 
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No 市町村名 概要 取組主体 支援体制 主な具体策 着目点 出典 

14 
福島県 

南相馬市原町区

高見町高見公園 

市民が寄付を募り、自らの手で公園 

整備 

みんな共和国（南相馬市

で復興支援活動を行う

13 団体で構成する市民

団体） 

 

 子どもたちに安心して水遊びをしてもらう

ために、市民が寄付金（クラウドファウン

ディング）により公園を整備、市へ寄付 

 完成後は市に贈呈され、水質管理は市が実施 

公園 みんな共和国 HP 

15 
福島県 

石川郡石川町 
学生が町の未来像を提案 

公益社団法人日本造園 

学会関東支部 

公益社団法人日本造園学

会関東支部主催・同東北

支部協力・石川町共催 

後援：NPO 法人ふくしま

風景塾 

 ランドスケープデザインにおける人材育成

を目的とした学生デザインワークショップ 

 学生が地元関係者との対話や視察を通して、

具体的な課題に対して解決策を提案、発表 

風景・温泉・

街道・学校 

公益社団法人日本造園学会関東支

部ＨＰ 

16 
福島県 

いわき市 

小名浜地区 

新たな都市拠点となる「都市センター

ゾーン」の開発・整備 
いわき市 イオンモール株式会社 

 既成市街地と港との一体的なまちづくりを

めざし、区画整理事業、街路事業、都市セン

ターゾーン（ショッピングセンター）の整備 

港 いわき市 HP 

17 
福島県 

郡山市西田町 

高柴地区 

福を呼ぶデコ人形 伝統玩具工人 
観光庁、観光アドバイ

ザー、郡山市観光協会 

 観光アドバイザーが地域の工人とともに滞

在交流型観光の商品化の取組み 
地域活性 

観光地域づくりのノウハウ・東北

12 の物語 

18 
福島県 

喜多方市 

歴史的登り窯の再生 

［三津谷煉瓦窯再生プロジェクト］ 

三津谷煉瓦窯再生 

プロジェクト実行委員会

NPO 法人まちづくり喜

多方、喜多方煉瓦會、喜

多方蔵の会、ふくしま薪

ネット 

 喜多方の景観形成に寄与している瓦や煉瓦

を生産していた登り窯を、市民有志の手によ

り活きた産業遺産として再生させた 

歴史・文化 

・景観 
グッドデザイン賞 2013 

19 
福島県 

福島市 

コミュニティ機能導入による中心 

市街地一帯の活性化 

株式会社福島まちづくり

センター 

国土交通省、福島県、福

島市、商工会議所 

 暮らし・にぎわい再生事業を活用し、まちづ

くり会社を中心に官民連携による取組み 
空き店舗 大型空き店舗の再生戦略 

20 
福島県 

西会津町  

奥川地区 

旧施設を利活用した地域活性化 奥川地域づくり会議 

自治区長会連絡協議会、

女性ネットワーク、町鳥

獣被害対策実施隊  

 奥川地区の活性化のための活動（遊休施設の

活用、景観整備） 

 農林水産物加工所の営業、軽トラ市、グリー

ンツーリズム 

自然・ 

地域資源 
福島県資料 

21 
群馬県 

前橋市 

「シャッターでシャッターを開け

る！」まえばしシャッタークエスト 

まえばしシャッター 

クエスト実行委員会 
前橋市中央通り商店街 

 シャッターを介して町を楽しむイベントの

実施 

 「閉じたシャッター」を逆手にとり、シャッ

ターの郵便受けを覗き穴に見立て、町を回遊 

シャッター いいね！JAPAN ＨＰ 

22 
東京都 

板橋区 

子育て支援サービス 

［赤ちゃんの駅］ 
子ども家庭支援センター

子 ど も 家 庭 支 援 セ ン

ター、区職員 

 児童館、保育園、学童クラブなどを「赤ちゃ

んの駅」として指定し、外出中の親子がおむ

つ替えや授乳などのために気軽に利用でき

る場を提供 

赤ちゃん グッドデザイン賞 2010 

23 
新潟県 

新潟市中央区 

清五郎 401 

米がつなぐ若者と農家の絆  

奨学米プロジェクト 
株式会社奨学米 

 

 学生を食べ物で支援するプロジェクト 

 学生に草むしりなど“リアルな農作業”を

行ってもらい、その対価として米を提供 

 学生は、社会人となっても農家との継続的な

交流が見込まれる 

農業 いいね！JAPAN ＨＰ 

24 
石川県 

金沢市 

金沢の町屋がつなぐ“人、モノ、思い”

おくりいえプロジェクト 
つなぎ隊 

 

 取り壊される町家の再生が無理であれば、町

屋の最後を飾り、見送りたい！という思いか

らスタートしたプロジェクト 

町屋 いいね！JAPAN ＨＰ 

25 
山梨県 

上野原市 

西原地域 

まちからむらへ通い続ける 

きっかけ・仕掛け作り 

NPO 法人さいはら、しご

と塾さいはらの協働 

集落地域における「小さ

な拠点」づくりモニター

調査選定地 

 特定ブランドの開発、史跡・伝統芸能の育成

や宿泊施設の整備 
地域資源全般 NPO 法人さいはら HP 

26 
長野県 

小布施町 
地元力で自立する和みのまちづくり ア・ラ・小布施 

小布施景観研究会、東京

理科大学小布施町まちづ

くり研究所、財団法人小

布施町振興公社 

 まちづくり会社の設立、街なみ修景事業、景

観研究会、まちづくり研究所、観光ガイドセ

ンター 

歴史・文化 

・景観 

国土交通省 まち再生事例データ

ベース 
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No 市町村名 概要 取組主体 支援体制 主な具体策 着目点 出典 

27 
長野県 

上田市松尾町 

食のコミュニティビジネスで滞留 

時間の増加 

上田市松尾町商店街振興

組合 

NPO 法人食と農のまち

づくりネットワークと商

店街による運営 

 空き店舗を地元に密着した食のコミュニ

ティスペースとして活用 

 食の人材育成店舗により人材育成を図る 

食 
活力補助金を活用した商店街活性

化事例集 

28 
長野県 

小川村 

第三セクターによる新しい村づくり

事業 
小川の庄 

小川の庄、JA ながの、

小川村役場 

 地元住民、農協、食品加工会社が三セクのま

ちづくり会社を設立 

 「住民が、生涯現役で生き甲斐を持って働け

ること」が経営理念 

 一集落一品づくりを目標に、高齢者が歩いて

通勤できるように、工場を分散して設置 

住民 信州 小川の庄 HP 

29 
愛知県 

名古屋市中区 

錦二丁目 

「まちの縁側」で「まちそだて」 
NPO 法人まちの縁側育

くみ隊 

錦二丁目まちづくり連絡

協議会、愛知産業大学大

学院延藤研究室 

 400 年の歴史を持つ地域的伝統「会所」を、

現代の新しい状況の変化の中で、人々が出合

う場としてまちづくりに活かす取組み 

空きビル NPO 法人まちの縁側育くみ隊 HP 

30 
京都府 

南丹市 

美山町地区 

住民出資の村おこし 
第 3 セクター 

美山ふるさと株式会社 

有限会社かやぶきの里、

かやぶきの里保存会 

 住民全員出資の有限会社の設立 

 食事処、特産品売店、体験施設、民宿、交流

館運営等 

茅葺 
国土交通省 まち再生事例データ

ベース 

31 
京都府 

綾部市 

日本の限界集落は、これからの豊かな

フロンティア！ 

綾部市 水源の里連絡 

協議会  

 「水源の里条例」を施行し、限界集落を「水

源の里」と位置づけ、振興と活性化を図る 
水 あやべ水源の里 HP 

32 
京都府 

全域 

暮らすように旅する  

庵 京町家ステイ・プロジェクト 
株式会社庵 

庵  京 町 屋 ス テ イ プ ロ

ジェクト、京都市ベン

チャー目利き委員会 

 京町屋ステイ事業：宿泊施設の活用が困難な

ため、短期の賃貸契約という仕組みを考案 

 伝統文化研修・体験事業 

町屋 いいね！JAPAN ＨＰ 

33 
大阪府 

大阪市北区  

豊崎 

サステナブル社会（持続可能な社会）

の実現に向けて賃貸長屋［豊崎長屋］ 

大阪市立大学都市研究 

プラザ＋吉田家 

大阪市立大学 

（有）桃李舎 

（株）山本博工務店 

 大阪の中心部に残る長屋を、耐震補強や住戸

改修し、「保全する」だけでなく、将来へ「受

け継がれていく」ことを目的としている 

定住・交流 グッドデザイン賞 2011 

34 
兵庫県 

篠山市 
「創造農村」日本の原風景を未来に 一般社団法人ノオト 

集落地域における「小さ

な拠点」づくりモニター

調査選定地 

 農業、林業、里山、地縁型のコミュニテイ、

日本人の生活文化といった営みにもう一度

光を当て、地域課題に対して創造的な解決策

を処方する 

自然・ 

地域資源 
一般社団法人ノオト HP 

35 
兵庫県 

三田市 

「みんなでつくるふるさと公園」 

市民が参画するパークマネジメント 
三田市 

studio-L（コミュニティ

デザイナー山崎亮）、

NPO など市民活動団体 

 行政が園内全ての場所やプログラムを管

理・運営するのではなく、市民活動を公園の

管理・運営へとリンクさせるパークマネジメ

ントの展開 

公園 studio-L HP 

36 
兵庫県 

飾 磨 郡 家 島 町

(現在姫路市) 

「探られる島」プロジェクト 

＆いえしま特産品開発 
NPO 法人いえしま 

studio-L（コミュニティ

デザイナー山崎亮） 

 いえしまの特産品を活用した加工品の開発 

 黒門市場や島根県海士町への視察 

 大阪における情報発信手法の検討 

 加工品の試作 

自然・ 

地域資源 
NPO 法人いえしま HP 

37 

兵庫県 

淡路島(洲本市、

南あわじ市、.

淡路市) 

地域雇用創造推進事業 

［淡路はたらくカタチ研究島］ 
淡路地域雇用推進協議会

 

 雇用の受け皿の少ない地域の雇用創出を、島

の豊かな地域資源を活かした家業・生業レベ

ルの起業のサポートをめざすプロジェクト 

 外部デザイナーを取り入れ、地域の潜在能力

を発掘、新たな価値をデザインにより具現化 

地域産業 グッドデザイン賞 2013 

38 
島根県 

隠岐郡海士町 
海士町 島の幸福論 海士町 

町職員、地元継続居住者、

UI ターン者が三位一体、

studio-L（コミュニティ

デザイナー山崎亮） 

 海士町のブランド化（さざえ、いわがき、塩、

隠岐牛） 

 住民と役場職員による総合計画の策定 

地域資源全般 グッドデザイン賞 2010 

39 
島根県 

邑南町 

雇用創出と産業振興が一体となった

「耕すシェフ」事業 
邑南町 

素材香房 ajikura（町観

光協会直営レストラン）

 「ここでしか味わえない食や体験」A 級グル

メをめざす 

 イタリアンレストランをオープンし、UI ター

ン者を招致、人材を育成 

食 素材香房 ajikura HP 
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No 市町村名 概要 取組主体 支援体制 主な具体策 着目点 出典 

40 
広島県 

庄原市総領町 
逆境をバネにした輝く地域づくり 

逆手塾（地域づくり集団

「過疎を逆手にとる会」

から名称変更） 
 

 逆境をバネにして「輝く地域づくり」、「コ

ミュニティビジネス」、「里人(さともり)に

なろう」などに挑戦 

地域資源全般 

「里山資本主義-日本経済は「安心

の原理」で動く」（藻谷浩介・ＮＨ

Ｋ広島取材班） 

41 
徳島県 

神山町 

「創造的過疎」から見る未来の町  

サテライトオフィス 

NPO 法人グリーン 

バレー 

文化庁、NPO 法人都市文

化創造機構 

 アートイベントの運営（町で作品を創作）、

移住支援事業、Web サイトの開設 
地域資源全般 創造農村 HP 

42 
愛媛県 

内子町 
キラリと光るエコロジータウン・内子 住民と行政との協働 

 

 中心部の八日市・護国地区の「街なみ保全」

から始まり、周辺の「村並み保全」拡大 

 大正時代の芝居小屋「内子座」の修復 

街なみ 
国土交通省 まち再生事例データ

ベース 

43 
高知県 

日高村 

小さな村の困りごとを解決する 

5800 人のハローワーク 
NPO 法人日高わのわ 

 

 住民誰でもが、生きがいをつくるための活動

を有償ボランテア奉仕で運営 

 暮らしの中で起こる問題を解決する方法を

見つけ、それをソーシャルビジネスにつな

げ、就労の場をつくる 

住民 NPO 法人日高わのわ HP 

44 
高知県 

本山町 

汗見川地区 

集落活動センター推進事業 高知県 

「高知ふるさと応援隊」

（センターの運営に携わ

る外部からの人材） 

 中山間地域が抱える課題解決のため、廃校や

集会所を活動拠点「集落活動センター」とし

て整備 

廃校・集会所 
高知県産業振興推進部中山間地域

対策課 HP 

45 
福岡県 

福岡市博多区 

地域と行政が協働した居住を 

柱とするコミュニティの再生 

NPO 博多まちづくり 

博多部まちづくり協議会
地域住民 

 博多灯明ウォッチング 

 社会実験「道路空間のコミュニティインフラ

化 in 博多」 

 まちづくりマップ作成 

多様な主体の

連携 
NPO 博多まちづくり HP 

46 
福岡県 

福岡市 

路地を楽しむ、路地を学ぶ、 

路地でつながる 
福岡路地市民研究会 

NPO 法 人 福 岡 ビ ル ス

トック研究会事務局 

 路地を楽しみ、学び、つながる会を発足、博

多の路地の魅力を探り大事にしていく活動 
路地 福岡路地市民研究会 HP 

47 
佐賀県 

佐賀市 
佐賀のまちかど恵比寿さん 

市民団体 恵比須ＤＥ 

まちづくりネットワーク  

 恵比寿象を活かしたまちづくりを行い、中心

部へ人を呼び込み賑わいの創出を図る 
地域資源 佐賀のまちかど恵比寿さん HP 

48 
長崎県 

小値賀町 

民泊と島暮らし体験による離島にお

ける雇用の創出 

NPO 法人おぢかアイラ

ンドツーリズム協会  

 民泊による修学旅行、教育旅行の実施、古民

家レストラン、オリジナルの島旅プランの提

供 

島 

経済産業省 地域おこし会社の形成

に向けて～小さな世界の大きな担

い手～ 

49 
長崎県 

諫早市 

ダウンサイジングによる身の丈に

合った施設規模の適正化【商店街主導

タイプ】アエルいさはや 

諫早市中心市街地商店街

協同組合連合会 

技術支援：株式会社まち

づくり諫早、商工会議所

資金的支援：経済産業省、

長崎県、諫早市 

 大型店舗撤退後、地元商店街が市民アンケー

ト調査をもとに適正サイズに見直し・再生 

 地域市街地活性化基本計画を策定 

 タウンマネージャー設置事業を推進 

空き店舗 
経済産業省 大型空き店舗の再生戦

略 

50 
大分県 

豊後高田市 
そこにあった「昭和の町」 

商店主、商工会議所、豊

後高田市 

豊後高田市観光まちづく

り株式会社 

 ファサードの改修、商品再生、観光案内人制

度、「昭和ロマン蔵」の整備 
街なみ 

国土交通省 まち再生事例データ

ベース 

51 
大分県 

別府市 

地域資源を活かした体験型プログラ

ムを提供し、地域活性化手法をモデル

化 

NPO 法人ハットウ・オン

パク 
住民、団体、企業 

 温泉を核としたウェルネス産業を興すこと

で地域の活性化に寄与 

 地域の資源（温泉、自然環境、街なみ、人材

など）を活かした多彩なサービスを提供 

温泉 NPO 法人ハットウ・オンパクＨＰ

52 
大分県 

宇佐市 

既存ハードを活かすソフト事業によ

る休憩・買い物・コミュニティ機能の

向上 

四日市商店街振興組合 
 

 チャレンジショップを全国ネットワークの

「まちの駅」に登録、宇佐産の食材販売と休

憩・地域情報基地としてＰＲ 

チャレンジ 

ショップ 

経済産業省 活力補助金を活用した

商店街活性化事例集 

53 
大分県 

大分市 

ダウンサイジングによる身の丈に

合った施設規模の適正化 
株式会社西原パーキング

株式会社大分まちなか俱

楽部地元商店街、地元

スーパー、地元学習塾、

地元設計会社、建設会社

 大分サティ閉店後、地元商業者が 8 階建から

2 階建の建物に規模縮小し再建 
空き店舗 

経済産業省 大型空き店舗の再生戦

略 
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No 市町村名 概要 取組主体 支援体制 主な具体策 着目点 出典 

54 
宮崎県 

綾町 

自然とまちを有機的に結ぶ 

まちおこし 

綾町、綾町産業活性化協

会 
自治公民館組織 

 有機農業や工芸でまちおこしに取組み、「綾」

ブランドの確立、大手焼酎メーカーの誘致、

酒のテーマパークのオープンなどを通じて

「産業観光」戦略を展開 

 「日本で最も美しい村連合」の一つ 

自然・ 

地域資源 

国土交通省 まち再生事例データ

ベース 

55 
宮崎県 

西米良村 

自立した集落経営モデル事業 

「平成の桃源郷  

小川作小屋村づくり」 

小川作小屋村運営協議会
 

 「平成の桃源郷」をキーワードに自然や生活

文化を活かした地域づくりの取組み 

 公設民営の施設の運営、地域資源を活かした

イベントの実施、花見山づくりなどの地域景

観づくり活動 

地域資源全般 おがわ作小屋村ＨＰ 

56 
鹿児島県 

鹿児島市 

百貨店跡地の再生商業施設ユナイト

メントストア「マルヤガーデンズ」 
株式会社丸屋本社 

D&DEPARTMENT 

PROJECT 、 建 築 リ ノ

ベーション「みかんぐ

み」、コミュニティ組織

化「Studio L」 

 大型店舗撤退後、地元の人々が気軽に集まれ

るオアシス的存在として、これまでにない形

での商業施設づくり 

 各フロアに「ガーデン」と呼ばれるオープン

スペースが設置され、地域のコミュニティ

（NPO 法人や民間団体など）が活動できる

場所を提供 

空き店舗 
経済産業省 大型空き店舗の再生戦

略 

57 
鹿児島県 

鹿屋市串良町 

柳谷地区 

行政にたよらない村づくり 

「やねだん」 
柳谷町内会 

柳谷町内会自治公民館、

町内会住民 

 自主財源確保のため、遊休地を活用した高校

生クラブによるからいも作り 

 わくわく運動遊園という集落民の活動拠点

の確保 

地域資源全般 やねだんＨＰ 

58 
イタリア 

リグーリア州 

アプリカーレ 

アルベルゴ・ディフーゾ 

（水平方向に広がる宿） 
個人 

 

 村中の空き家を宿にしている 

 食事は、地元のレストラン 

 空き家の外観は変えず、ベッドやバスルーム

を整え、くつろげる空間にする 

空き家 
「スローシティ 世界の均質化と闘

うイタリアの小さな町」（島村菜津）

59 

イタリア 

フリウリ＝ヴェ

ネツィア・ジュ

リア州サン・ダ

ニエーレ 

アリア・ディ・フェスタ（生ハム祭り） 
サン・ダニエーレ生産者

組合（約 30 社）  

 地域の風土に根ざしたものづくり 

 生ハム祭りを通して、この町が生ハムづくり

に適した風土であることを肌で感じてもら

う 

食 
「スローシティ 世界の均質化と闘

うイタリアの小さな町」（島村菜津）

60 
イタリア 

ウンブリア州 

オルヴィエート 

スローシティ運動発足の地 
スローシティ協会 

（約 160 箇所が加盟）  

 「人間サイズの、人間らしい暮らしのリズム

が残る小さな町」をめざす 

 古いものと新しいものの調和 

 町中にベンチを増やそう作戦 

村 
「スローシティ 世界の均質化と闘

うイタリアの小さな町」（島村菜津）
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５－３ 事例の探し方 

全国の地域の取組み事例を調べることは、みなさんの地域での課題解決を考えるヒントになります。地域づくり事例を探す際には、インターネットを活用すると簡単で便利です。インターネット上の地域づ

くり事例は、主に国の省庁別の事業ごとに整理されています。そこで、総合的なもの、まちづくり、商業、農業などのジャンルごとに、主な事例情報サイトを以下に紹介しますので、ご活用ください。 

事例情報サイト一覧 

サイト名 運営主体 内容 ホームページ・アドレス（URL） 

【総合情報サイト】    

地域活性化センター 
一般社団法人 

地域活性化センター 
地域づくり事例 http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp 

中心市街地活性化協議会 

支援センター 

中心市街地活性化 

協議会支援センター 

「まちかつ」は課題・地域・人口規模別な

どで事例を検索できる 
http://machi.smrj.go.jp/machi/index.html 

地域活性化総合情報サイト 内閣府  
施策や制度の検索、投稿のあった地域活性

化の取組み事例を紹介 
http://www.chiiki-info.go.jp/ 

暮らし・にぎわい再生事業 

事例集 
国土交通省  

公共施設等のまちなかへの立地等を支援

する事業が地域別、導入施設別等で整理 
http://www.mlit.go.jp/crd/index/government/index.html 

まちづくり支援ポータル 
独立行政法人 

中小企業基盤整備機構 

中心市街地活性化等の支援施策・事例の紹

介 
http://j-net21.smrj.go.jp/know/machi/index.html?bnr 

まち再生事例データベース 国土交通省 まち再生の事例 150 件を検索できる http://www.mlit.go.jp/crd/city/mint/htm_doc/introduction.html 

まちづくり情報交流 

コーナー 

財団法人都市みらい 

推進機構 

「わが町のまちづくり」「都市再生整備計

画」「土地活用」の事例 
http://www.toshimirai.jp/machidukuri/index_w.html 

地域づくり表彰 国土交通省・総務省 
地域をよりよくしようと頑張る団体・個人

の表彰 

国土交通省 http://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/chisei/crd_chisei_tk_000020.html 

総務省 http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/hyousyou.html 

地域 ICT 利活用事業事例 総務省 地域課題の解決に資するICT利活用の事例 http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/jirei.html 

地域力創造データバンク 総務省関連 
地域力創造に参考となる人材・事例を検索

システムにより提供 
http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/7_consult/adviser/chiikiryokuDB_top.htm 

商業     

街 元気 経済産業省 
まちづくり情報サイト、研修や学習教材の

提供 
https://www.machigenki.jp/ 

活力補助金を活用した 

商店街活性化事例集 
経済産業省 

中小商業活力向上事業で実施した商店街

等の活性化事例 
http://www.meti.go.jp/meti_lib/report/2013fy/E003209.pdf 

大型空き店舗の再生戦略 経済産業省 
大型空き店舗の再生に関する全国 12 事例

の紹介 
http://www.meti.go.jp/policy/sme_chiiki/town_planning/h23_pamphlet_ogataakitempo.pdf 

農林漁業     

立ち上がる農山漁村 農林水産省 
「立ち上がる農村漁村」の選定事例等の紹

介 
http://www.maff.go.jp/j/nousin/soutyo/tatiagaru/ 

食と地域の「絆」づくり 農林水産省 
食と地域の「絆」づくりに選定された事例

の紹介  
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/kizuna.html 

ディスカバー農山漁村の宝 農林水産省 
ディスカバー農山漁村の宝に選定された

事例の紹介  
http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/discover.html 

その他     

観光地域づくり事例 国土交通省観光庁 観光地域づくりの事例 http://www.mlit.go.jp/kankocho/shisaku/kankochi/ikiiki.html 

コミュニティビジネス 経済産業省 経済産業省の関東地区の先進的な取組み http://www.kanto.meti.go.jp/seisaku/community/index_cb-example.html 

ソーシャルビジネス 55 選 経済産業省 経済産業省の把握した先進事例 http://www.meti.go.jp/policy/local_economy/sbcb/sb55sen.html 

  


